
香
港
東
華
醤
院
と
虞
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

|
|
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
救
災
活
動
を
中
心
に
|
|

帆

刈

浩

之

一

は

じ

め

に

二
東
華
醤
院
の
組
織
と
活
動

ω
創

設

と

組

織

ω
活

動

と

経

営

三
救
災
活
動
と
香
港

ω
十
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
救
災
活
動

ω
二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
救
災
活
動

四

小

結
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t土

じ

め

(
1〉

香
港
史
に
闘
す
る
本
格
的
研
究
は
植
民
地
行
政
史
と
し
て
、
あ
る
い
は
歴
代
総
督
の
統
治
史
と
し
て
出
護
し
た
。
そ
の
後
、
香
港
の
高
度
経

済
成
長
と
そ
れ
に
と
も
な
う
枇
舎
の
成
熟
に
よ
っ
て
濁
自
の
「
香
港
」
祉
舎
の
存
在
が
人
々
に
認
識
さ
れ
、
事
術
面
で
は
香
港
研
究
の
隆
盛
を

見
る
に
至
る
。
と
り
わ
け
香
港
史
研
究
に
お
い
て
は
大
九
二
つ
の
傾
向
、
す
な
わ
ち
香
港
の
華
人
に
関
す
る
研
究
、
そ
し
て
香
港
と
そ
の
外
部

と
の
歴
史
的
関
係
の
解
明
と
い
う
課
題
に
焦
黙
が
あ
て
ら
れ
て
き
た
と
い
え
る
。

一
口
に
香
港
華
人
と
は
い

っ
て
も
、
そ
の
構
成
は
居
住
地
と

75 
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し
て

の
都
市

・
農
村

・
漁
村
と
い
う
地
理
的
相
違
に
加
え
て
、
階
層
ま
た
は
地
縁

・
血
縁
さ
ら
に
エ
ス
ニ
ツ
ク
系
な
ど
の
遣
い
が
並
存
し
、
そ

(

2

)

 

れ
ぞ
れ
が
濁
自
の
祉
舎
組
織
を
形
成
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
香
港
の
封
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
近
代
以
降
の
大
英

一
帝
園
の
極
東
擦
黙
と
し
て
の
側
面
が
存
在
す
る
一
方
、
歴
史
的
に
華
南
地
域
の
一
部
と
し
て
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
と
り
わ
け
重
視
さ
れ
る
。

そ
れ
は
中
固
と
の
地
域
的
連
綴
性
と
同
時
に
、

日
本
お
よ
び
東
南
ア
ジ
ア
と
の
つ
な
が
り
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
主
と

(
3〉

し
て
華
人
の
商
業
活
動
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
域
内
あ
る
い
は
地
域
開
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
が
考
察
の
封
象
と
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
傾
向
が
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
、
香
港
祉
舎
の
歴
史
的
特
質
は
香
港
華
人
の
活
動
、

と
り
わ
け
商
業
活
動
な
ど
を
外
部
と
の
つ

な
が
り
の
局
面
に
お
い
て
捉
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
把
握
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
を
本
稿
の
課
題
に
引
き
附
け
て
言
え
ば
、
香
港
筆

入
社
舎
の
内
部
に
護
達
し
た
固
有
の
枇
舎
シ
ス
テ
ム
と
そ
れ
が
機
能
し
て
い
た
庚
東
お
よ
び
海
外
に
庚
が
る
華
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
閥
係
性

(

4

)

 

の
解
明
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
。
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そ
こ
で
本
稿
で
は
、

一商
業
活
動
と
深
く
閥
連
し
な
が
ら
護
達
し
た
、
吐
舎
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
慈
善
を
中
心
的
に
措
っ
て
き
た
東
牽
醤
院
の

(

5

)

 

活
動
を
検
討
す
る
。
東
華
醤
院
の
歴
史
に
闘
し
て
は
す
で
に
幾
つ

か
の
論
考
が
あ
る
が
、
初
期
の
歴
史
の
全
貌
は
エ

リ
ザ
ベ
ス

・
シ
ン
女
史
に
よ

っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
シ
ン
女
史
は
、
①
香
港
政
臆
と
華
入
社
舎
の
関
係
、
②
華
入
社
舎
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
わ
る
祉

(

6

)

 

舎
組
織
と
し
て
の
東
華
鐙
院
、
③
中
園
と
の
関
係
、
と
い
う
三
つ
の
硯
貼
を
提
示
し
た
上
で
具
瞳
的
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
基
本
的

に
香
港
華
入
社
舎
の
護
展
を
盟
現
す
る
も
の
と
し
て
東
華
醤
院
が
捉
え
ら
れ
て
い

る
が
、
香
港
の
筆
入
社
舎
内
部
に
お
け
る
東
華
醤
院
の
リ
l

ダ
l
シ
て
フ
確
立
過
程
に
重
黙
が
置
か
れ
、
香
港
政
臆
や
中
園
、

さ
ら
に
海
外
華
人
と
の
関
係
も
そ
の
文
服
で
説
明
さ
れ
て
い
る
。
換
言
す
れ

ば

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
と
し
て
の
香
港
の
自
立
性
、
自
己
完
結
性
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

し
か
し
、

香
港
の
瑳
展
は
外

部
と
の
相
互
依
存
性
、
開
放
性
に
由
来
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
こ
と
は
東
華
醤
院
が
中
園
と
り
わ
け
後
背
地
で
あ
る
贋
東
と
海
外
華
人
と
の
橋

渡
し
役
と
し
て
そ
の
影
響
力
を
強
化
さ
せ
て
い
っ
た
事
質
か
ら
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
と
く
に
中
園
民
聞
社
舎
に
護
達
し
た
中
間
的
諸
組

識
(
宗
族
ま
た
は
同
郷
者
の
共
同
財
産
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
る
「
堂
」
や
同
郷
禽
館
な
ど
〉

の
結
び
つ
き
に
よ
る
同
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
移
民

・
貿
易



慈
善
に
関
わ
る
機
能
を
擦
っ
て
い
た
。
香
港
の
東
華
醤
院
は
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
目
に
位
置
し
、
各
種
情
報
の
集
約
ま
た
は
護
信
援
黙

と
し
て
存
在
し
て
い
た
。
香
港
華
入
社
舎
に
お
け
る
祉
曾
シ
ス
テ
ム
お
よ
び
、
そ
れ
が
海
外
に
贋
が
る
贋
東
人
の
同
郷
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
闘

係
の
中
で
ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
か
、
そ
の
全
面
的
解
明
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
さ
し
あ
た
り
初
歩
的
作
業
と
し
て
、
ま
ず
香
港
肇

入
社
舎
の
初
期
形
成
過
程
を
概
観
し
た
上
で
、
東
華
醤
院
の
組
織
と
活
動
の
概
要
を
紹
介
す
る
。
次
い
で
東
華
三
院
文
物
館
所
蔵
の
楢
案
史
料

を
用
い
て
東
華
醤
院
に
よ
る
賑
災
活
動
の
具
躍
的
責
態
の
検
討
を
行
い
、
中
園
と
り
わ
け
責
東
の
善
堂
お
よ
び
海
外
華
人
枇
舎
と
の
闘
係
に
お

い
て
機
能
し
た
贋
東
人
の
同
郷
ネ
ヅ
ト
ワ
l
ク
の
様
態
の
一
端
を
一
示
し
、

さ
ら
に
香
港
政
麗
と
の
開
係
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

東
華
醤
院
の
組
織
と
活
動

一
八
七
二
年
創
設
の
東
筆
醤
院
は
香
港
政
鹿
に
よ
っ
て
正
式
に
承
認
さ
れ
た
最
初
の
華
入
社
舎
組
織
で
あ
る
。

で
の
植
民
地
統
治
初
期
の
三
十
年
間
、
香
港
に
お
い
て
華
入
社
舎
と
西
洋
入
社
舎
は
基
本
的
に
分
離
し
て
存
在
し
、
相
互
に
強
制
や
抵
抗
は
あ

っ
て
も
妥
協
や
協
力
と
い
う
関
係
は
存
在
し
な
か
っ
た
。

一
八
四
一
年
か
ら
七
二
年
ま

-77ー

)
 

‘，A
 

(
 
創

設

と

組

織

英
園
占
領
以
前
の
香
港
島
に
は
農
民
・
漁
民
・
石
工
な
ど
二
千
人
に
満
た
な
い
人
々
が
暮
ら
す
の
み
で
あ
っ
た
が
、
植
民
都
市
の
建
設
に
と

(
7〉

も
な
い
、
努
働
力
お
よ
び
各
種
生
活
物
資
の
供
給
者
と
し
て
の
華
人
人
口
は
急
増
す
る
。
彼
ら
は
大
工
・
職
人
・
苦
力
・
家
内
務
働
者
・
買
春

婦
・
物
責
り
、
あ
る
い
は
贋
東
官
憲
か
ら
逃
れ
た
犯
罪
者
な
ど
で
、
中
園
の
俸
統
的
社
舎
の
中
で
は
マ
l
ジ
ナ
ル
な
存
在
で
あ
っ
た
。
一
八
四

四
年
に
は
香
港
島
の
華
人
人
口
は
一
高
九
千
人
に
ま
で
増
加
し
、
そ
の
内
の
一
高
三
千
人
が
ビ
ク
ト
リ
ア
市
に
集
中
し
、
水
上
居
民
は
約
四
千

(

8

)

 

五
百
人
を
数
え
た
。
特
に
三
合
舎
な
ど
曾
窯
の
勢
力
は
活
滋
で
一
八
四
七
年
、
香
港
の
華
人
人
口
の
約
四
分
の
三
は
曾
黛
メ
ン
バ
ー
で
あ
り
、

(

9

)

 

香
港
は
華
南
に
お
け
る
三
合
舎
の
司
令
部
と
さ
え
言
わ
れ
た
。

77 



78 

一
八
四
四
年
、
治
安
維
持
を
園
る
べ

く
総
督
デ

ィ
ヴ
ィ

ス

機
能
せ
ず
、
同
年
八
月
、
人
頭
税
徴
牧
の
提
案
は
華
人
買
緋
一商
人
を
中
心
に
反
設
を
買
い
、
下
層
制
労
働
者
を
巻
き
込
ん
で
罷
市
が
寅
行
さ
れ
、

(』・口同〈
H

凹〉

が
導
入
し
た
保
甲
制
は
皐
身
出
稼
ぎ
者
が
多
い
香
港
で
は
有
数
に

三
千
人
が
香
港
を
離
れ
た
。
そ
こ
で
香
港
政
隠
は
専
門
的
に
華
人
事
務
を
扱
う
官
員
を
設
け
る
。

。
巾
口
市

E
f
一八
四
四
年
設
置
。
蛍
時
は
「
編
官
」
と
誇
さ
れ
、
後
に
「
華
民
政
務
司
」
と
呼
ば
れ
た
。

一
八
四
六
年
、
「
総
登
記
官
」
(
同
州
諸
百
円
日

一
九
一
三
年
、
ω
2
5門
田
ミ
向
。
円
。
7
5
8巾
〉
民
町
立
同
日

と
改
名
)

に
「
撫
華
道
」

(
p
o
Z
2
0円
え

の
E
5
8
F
E
E
S三
回
)
を
兼
任
さ
せ
、

地
保
を
そ
の
管
轄
下
に
置
き
、

華
人
の
統
制
に
嘗
た

一
八
六
一
年
地
保
の
底
止
に
よ
っ
て
華
民
政
務
司
が
直
接
に
戸
籍
登
記
は
も
と
よ
り
、
営
業
許
可

・
祉
舎
一帽
利

・
数
育
な
ど
華
人
に

(m) 

闘
す
る
あ
ら
ゆ
る
事
務
を
携
嘗
し、

香
港
政
臆
と
葦
入
社
舎
と
の
橋
梁
と
し
て
機
能
す
る

に
至
る
。

ら
せ
た
。

植
民
地
と
な

っ
た
呑
港
島
で
は
清
朝
の
科
翠
試
験
は
寅
施
さ
れ
ず
、

(

日

)

士
大
夫
層
の
成
長
や
宗
族
に
よ
る
地
域
統
制
は
存
在
し
な
か
っ
た
。
そ

香
港
初
期
の
筆
入
社
舎
に
お
け
る
組
織
化
は
東
南
ア
ジ
ア
の
華
入
社
舎
と
類
似
す
る
動
き
を
示
し
た
。

(
ロ
)

街
坊
を
核
に
し
な
が
ら
地
域
統
合
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
街
坊
の
代
表
者
は
廟
で
行
わ
れ
る
季
節
祭
な
ど
の
運
営
に
あ
た
?
た

(
街
坊
と
は
郊
保
組
織
も
し
く
は
そ
の
指
導
者
層
を
意
味
し
、
地
域
の
も
め
事
の
調
停
に
あ
た
り
、
ま
た
は
複
数
の
街
坊
に
よ
っ
て
孟
蘭
節
が
運
営
さ
れ
た
)
。
宗

(
日
〉

そ
の
共
同
性
を
高
め
る
上
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

の
た
め

す
な
わ
ち
、

舎
議

・
廟

・

- 78ー

数
行
事
は
地
域
の
人
々
に
祉
交
娯
楽
・
交
易
な
ど
の
機
舎
を
提
供
し、

一
八
四
七
年
、
慮
阿
貴
と
諒
阿
才
に
よ
っ
て
荷
李
活
道
に
「
文
武
廟
」
が
設
立
さ
れ
た
。
血
阿
貴
は
水
上
生
活
者
で
あ
る
蟹
家
の
出
身
で
あ

る
が
英
国
海
軍
へ
の
物
資
供
興
の
見
返
り
に
土
地
を
獲
得
し
、

(

M

)

 

た
。
一
方
、
語
阿
才
は
開
卒
豚
出
身
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
造
船
所
の
職
長
で
あ
っ
た
が
、

(

江

川

)

功
を
牧
め
、
後
に
は
移
民
ビ
ジ
ネ
ス
を
も
手
懸
け
て
富
を
築
い
た
。 賭

博
場
や
買
春
宿
を
経
営
し
て
最
も
裕
福
で
影
響
力
の
あ
る
華
人
と
言
わ
れ

一
八
四
一
年
に
香
港
へ
移
り
、
建
築
業
者
と
し
て
成

文
武
廟
は
坊
衆
や
各
ギ
ル
ド
か
ら
の
摘
款
に
よ
っ
て
財
産
を
増
や
し
、
後
に
は
東
華
醤
院
や
保
良
局
の
重
要
な
パ
ト
ロ
ン
と
な
る
。
文
武
廟

内
部
紛
争
の
解
決
、
清
朝
官
僚
の
接
待
や
摘
官
の
斡
旋
を
行
う
な
ど
、

の
勢
力
披
大
に
従
い
、
他
の
街
坊
か
ら
も
値
事
が
選
出
さ
れ
て
い
っ
た
。
華
入
社
舎
の
強
力
な
指
導
的
組
織
と
な
っ
た
文
武
廟
は
華
入
社
舎
の

ハ
日
)

エ
ス
ニ

ツ
ク
グ
ル
ー
プ
や
ギ
ル
ド
の
違
い
を
越
え
た
存
在
で
あ
っ
た
。



し
か
し
、

一
八
七
二
年
以
降
、
そ
の
機
能
は
東
華
醤
院
に
取
っ
て
代
ら
れ
、

一
九

O
八
年
の
「
文
武
廟
篠
例
」
の
護
布
に
よ
り
東
華
醤
院
に
接

牧
さ
れ
た
。

文
武
廟
と
と
も
に
、
香
港
初
期
に
お
け
る
華
入
社
舎
の
地
域
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立
を
示
す
も
の
が
一
八
五
一
年
、
需
阿
才
ら
に
よ
っ
て

信
建
さ
れ
た
太
卒
山
街
の
「
贋
一晴
義
嗣
」
で
あ
る
。

そ
こ
に
は
先
僑
の
位
牌
が
把
ら
れ
、

故
郷
へ
の
迭
還
を
待
つ
遺
瞳
が
安
置
さ
れ
た
。

ま

た
、
海
外
へ
の
出
稼
ぎ
を
前
に
し
た
病
人
が
枚
容
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
義
洞
管
理
者
と
移
民
斡
旋
業
者
と
の
聞
に
棺
枢
や
埋
葬
に
関
す
る
取

り
決
め
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
慶
一
帽
義
澗
は
大
量
の
海
外
移
民
を
、途
り
出
し
た
香
港
の
祉
舎
シ
ス
テ
ム
の
中
で
重
要
な
一
環
を
措
つ

(

口

)

て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
問
、
五
十
年
代
に
は
太
卒
天
国
を
は
じ
め
華
南
地
域
の
争
飽
か
ら
逃
れ
た
多
く
の
移
民
が
香
港
に
流
入
し
た
。
英
語

の
出
資
に
な
る
「
香
港
慶
州
輪
船
公
可
」
の
汽
船
が
一
八
四
九
年
よ
り
開
航
し
、
省
港
聞
を
一
日
の
放
程
で
結
ん
だ
こ
と
も
香
港
へ
の
移
民
を

促
進
し
た
。
こ
の
中
に
は
庚
東
の
買
掛
な
ど
富
裕
な
一
商
人
も
多
く
含
ま
れ
て
い
た
。

が
、
翌
年
に
は
七
高
二
千
六
百
七
人
に
膨
れ
上
が
り
、

一
八
五
四
年
の
人
口
は
五
高
五
千
七
百
十
四
人
で
あ
っ
た

- 79ー

一
八
六
五
年
に
は
十
二
高
五
千
五
百
四
人
に
達
し
た
。
そ
の
内
の
二
千
三
十
四
人
が
ヨ

(

日

〉

l
ロ
ッ
パ
人
で
、
千
六
百
四
十
五
人
が

「
有
色
人
」
、

残
り
の
十
二
高
千
八
百
二
十
五
人
が
華
人
で
あ
っ
た
。

筆
入
社
舎
の
初
期
形
成
過
程
に
お
け
る
香
港
と
他
地
域
の
筆
入
社
舎
と
の
最
大
の
遣
い
は
同
郷
組
織
の
役
割
で
あ
る
。
多
く
の
海
外
華
人
枇

(
m
U
)
 

舎
に
お
い
て
、
そ
の
初
期
に
は
封
筒
と
い
わ
れ
る
出
身
地
域
別
の
祉
曾
統
合
が
進
行
し
た
と
さ
れ
る
が
、
香
港
で
は
以
下
の
理
由
か
ら
同
郷
結
合

(
州
出
〉

は
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
な
か
っ
た
。
①
ホ
ス
ト
祉
舎
の
不
在
。
人
口
二
千
人
に
満
た
な
い
島
興
よ
り
始
ま
っ
た
香
港
で
は
移
住
者
が
自
ら
の

自
己
意
一
一
識
を
映
し
出
す
鏡
と
し
て
の
ホ
ス
ト
社
舎
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

②
中
園
、
と
り
わ
け
贋
東
と
の
近
接
性
。
故
郷
贋
東
と
の
往
来
が
容

一易
で
あ
っ
た
た
め
同
郷
意
識
が
育
た
な
か
っ
た
。
③
贋
東
人
(
具
鎧
的
に
は
「
本
地
人
」
)
の
優
勢
。
香
港
華
人
の
大
多
数
が
贋
東
人
で
あ
り
、
こ

一
九
一
一
年
の
統
計
に
援
る
と
、
香
港
の
華
人
人
口
(
二
十
七
蔦
五
千
四
百
六
十
八
人
、
新
界
は

れ
に
劃
抗
し
得
る
封
筒
勢
力
が
存
在
し
な
か
っ
た
。

除
く
〉
中
、

79 

西
日
七
百
十
人
、
江
蘇
υ

六
百
七
人
、
新
江
u

二
百
八
十
八
人
、

二
十
七
寓
千
七
百
三
十
九
人
が
庚
東
出
身
で
あ
り
、
二
位
の
一
帽
建
出
身
は
わ
ず
か
に
千
三
百
二
人
に
過
ぎ
な
か
っ
た
(
以
下
、
贋

(

幻

)

山
東
二
一
百
四
十
四
人
と
緩
く
)
。
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こ
の
よ
う
に
香
港
初
期
の
華
入
社
曾
で
は
、
廟
や
街
坊
、
後
に
は
ギ
ル
ド
を
軸
に
地
域
統
合
が
進
行
し
て
い
っ
た
。
助
葬
を
目
的
と
し
た
出

(

辺

)

身
地
別
に
よ
る

「
堂
」
が
成
立
し
始
め
る

の
は
一
八
七

0
年
代
以
降
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

科
奉
試
験
に
よ
る
祉
舎
的
上
昇
が
不
可
能
な
香
港
(
指
官
は
存
在
し
た
)
に
あ

っ
て
、

エ
リ
ー
ト
と
見
倣
さ
れ
た
人
々
の
職
業
は
、
建
築
業
・

(
幻
)

そ
し
て
キ
リ
ス
ト
教
圃
僅
職
員
の
五
種
で
あ
る
。
十
九
世
紀
末
期
に
お
い
て
は
清
朝
の
虚
衡

が
華
人
エ
リ
ー
ト
の
資
格
と
し
て
意
味
を
持
っ
た
が
、
基
本
的
に
経
営
能
力
お
よ
び
富
こ
そ
が
エ
リ
ー
ト
と
な
る
最
大
の
資
源
で
あ
っ
た
。
政

一
商
人
・
買
掛
・
政
臆
職
員

(
主
と
し
て
通
謬
官〉
、

鹿
ま
た
は
外
園
一
商
社
と
の
交
渉
能
力
の
前
提
と
し
て

の
英
語
教
育
が
こ
れ
に
次
ぐ
枇
曾
資
源
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
こ
う
し
て
一
八
五

0
1六

0
年
代
に
か
け
て
香
港
に
華
人
エ
リ
ー
ト
が
登
場
す
る
。

一
八
六
九
年
、
康
一
帽
義
嗣
の
衛
生
朕
況
が
西
洋
入
社
舎
で
問
題
観
さ
れ
て
閉
鎖
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
華
人
の
た
め
の
病
院
設
立
の
気
運
が

高
ま
る
。

総
督
マ
ク
ド
ネ
ル
(
閉
山
・
呂
田
口
口
o
ロ
ロ
巳
-
〉
の
要
請
を
受
け
て
何
阿
錫
(
裳
然
〉
お
よ
び
梁
安
(
雲
漢
、
鶴
集
)
ら
二
十
人
の
華
人
エ
リ

(
M
)
 

l
ト
が
設
立
準
備
に
嘗
た
っ
た
。
何
阿
錫
は
ア

ヘ
ン
一
商
社
ど
己

f
g
-一
-
E円
山
口
。
ョ
宮
口
可
の
買
掛
で
一
八
四
九
年
に
は
太
卒
山
地
直
に
土
地

(

お

)

を
購
入
し
、
後
に
建
南
米
行
を
設
立
し
て
ア
ヘ
ン
や
米
の
貿
易
を
行
い
、
七
一
年
に
は
賭
博
濁
占
擦
の
取
得
に
よ
っ
て
巨
富
を
得
た
。
梁
安
は

(
お
〉

2
5・
F
Z
E
m印
円
。
口
同
ロ
仏
の
0
5宮
ロ
可
の
買
慌
で
、
何
阿
錫
と
と
も
に
街
坊
の
リ
ー
ダ
ー
の
一
人
で
あ

っ
た
。

「
華
人
醤
院
則
例
」
(
吋
宮
の

E
S
E
E
s
-
s
-
O邑
E
田口
n
m
)

- 80ー

一
八
七

O
年
三
月
、

の
護
布
に
よ
り

東
華
醤
院
は
正
式
に
認
可
さ
れ

る
。
こ
れ
は
香
港
に
お
い
て
華
人
の
組
織
が
初
め
て
政
鹿
に
よ

っ
て
法
的
に
承
認
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
香
港
史
の
劃
期
を
な
す
も

の
で
あ
っ
た
(
「
東
華
」
と
は
「
康
東
華
人
」
の
意
味
)
。
華
入
社
舎
よ
り
一
一
一
高
ド
ル
の
募
金
が
な
さ
れ
、
政
聴
か
ら
は
建
築
費
一
高
五
千
ド
ル
お
よ

四
月
九
日
、
総
督
臨
席
の
も
と
定
礎
式
が
暴
行
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
八
七
二
年
一
月
に
は
再
び
政
鹿
よ
り
十

(

幻

)

寓
ド
ル
が
寄
付
さ
れ
、
二
月
十
四
日
に
落
成
、
総
督
の
主
催
で
開
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

び
普
仁
街
の
敷
地
が
寄
付
さ
れ
、

東
華
醤
院
の
運
営
に
あ
た
っ
て
は
十
二
人
の
華
人
エ
リ
ー
ト
が
「
総
理
」

(
蛍
初
は
「
値
事
」
と
呼
稽
)
と
し
て
選
出
さ
れ

最
高
組
織
で
あ

る
董
事
局
を
形
成
し
た
。
任
期
は
一
年
で
選
奉
に
よ
っ
て
次
期
総
理
が
決
定
さ
れ
た
。
そ
し
て
、

「
協
理
」

(
総
理
経
験
者
が
主
)
お
よ
び
「
値



甫〉 (
賓
昭
)
〔
謙
士
口
疋
頭
行
〕
、

〔
英
華
書
院
〕
、
郵
鑑
之
(
伯
庸
〉

「
椙
建
総
理
」
(
十
三
人
〉
は
主
席
の
梁
安
を
は
じ
め
、
李
玉
衡
(
昇
)

〔
同
一
幅
桟
、
前

ω
5
5
r
穴

g
s身
除

。
0
・
買
掛
〕
、
羅
伯
常
(
振
綱
)

〔
の
己
自
由
ロ
色
町

ωnr巳
F
B削
除
。
0
・
買
掛
〕
、

〔
和
興
金
山
荘
〕
、
陳
瑞
南
(
桂
士
)

〔
香
港
上
海
銀
行
買
掛
〕
、
楊
理
石 瑞

理
」
が
こ
れ
を
補
佐
し
た
。

記
洋
行
買
掛
〕
、
棟
定
之
〈
朝
忠
)

〔
贋
利
源
南
北
行
〕
、
何
阿
錫
(
裳
然
)

高
浦
華
(
楚
香
)

〔
建
南
米
行
〕
、
呉
翼
雲
(
振
揚
〉

〔
元
護
南
北
行
〕
、

黄
勝
(
卒

察
龍
之
(
永
接
〉

〔
稿
陸
公
白
行
〕
、

そ
し
て
陳

錦
波
(
美
揚
〉

〔
天
和
群
〕

局
総
理
は
買
掛
が
三
人
、

の
計
十
三
人
で
あ
る
。

「
侶
建
綿
理
」
の
中
に
は
五
人
の
買
掛
が
含
ま
れ
て
い
た
が
、

一
八
七
二
年
以
降
の
董
事

南
北
行
か
ら
二
人
、

米
商
一
・
反
物
一
商
一
・
ア
ヘ
ン
商
一
・
金
山
荘
(
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
貿
易
に
従
事
す
る
商
社
の
ギ
ル
ド
〉

台、

ら
各
々
一
人
と
い
う
よ
う
に
六
つ
の
ギ
ル
ド
を
中
心
に
構
成
さ
れ

こ
れ
に
花
紗
行
・
嘗
押
行
・
燕
硫
(
同
日
日
g
n
m
H
保
険
〉
行
・
「
肢
一
面
一
」

〈

m
A
〉

(
毎
年
五
十
ド
ル
以
上
の
寄
付
を
行
っ
た
者
の
中
か
ら
選
出
〉
な
ど
が
加
わ
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

「
華
人
醤
院
則
例
」
に
よ
れ
ば
、
醤
院
建
設
費
用
を
摘
助
し
た
各
値
事
お
よ
び
十
ド
ル
以
上
の
損
助
を
行
っ
た
華
人
は
、
そ
の
姓
名
が
登
録

(
m
U
〉

さ
れ
て
「
局
内
同
人
」
と
見
倣
さ
れ
た
。
ま
た
香
港
在
住
の
同
人
に
は
組
理
選
奉
時
に
投
票
権
が
付
輿
さ
れ
た
。
局
内
同
人
の
リ
ス
ト
に
は
個

人
名
と
組
織
名
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
組
織
と
し
て
は
一
商
競
や
「
堂
」
お
よ
び
同
郷
曾
館
の
名
稽
が
奉
げ
ら
れ
て
い
る
。
華
人
の
商
業
活
動
は

- 81ー

同
族
・
同
郷
の
紐
帯
に
依
接
し
て
展
開
さ
れ
た
が
、
東
華
醤
院
が
そ
う
し
た
内
外
の
一
商
人
の
閥
興
す
る
各
レ
ベ
ル
の
結
合
組
織
(
一
商
挽
・
宗
族
・

舎
館
な
ど
〉
の
ニ
l
ズ
に
贋
え
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

地
域
的
な
贋
が
り
に
闘
し
て
は
香
港
の
一商
人
・
一
商
披
・
堂
・
ギ
ル
ド
の
名
稿
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
中
に
は
外
埠
の
商
競
や
同
郷
禽
館
も
散

見
さ
れ
る
。
圏
内
で
は
珠
江
デ
ル
タ
地
域
の
各
都
市
、
北
海
・
潮
州
・
油
頭
・
度
門
・
泉
州
・
一
帽
州
・
寧
波
・
上
海
・
煙
蓋
・
牛
荘
な
ど
、
海

外
で
は
長
崎
・
神
戸
・
横
演
・
マ
ニ
ラ
・
ハ
イ
フ
ォ
ン
・
バ
ン
コ
ク
・
シ
ョ
ロ
ン
・
安
南
・
サ
イ
ゴ
ン
・
ラ
ン
グ
l
ン
・

。へ
ナ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・
シ
ド
ニ
ー
-
メ
ル
ボ
ル
ン
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ベ
ル
ー
な
ど
で
あ
る
。
特
に
イ
ン
ド
シ
ナ
宇
島
お
よ
び
マ
レ

l

半
島
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
北
米
に
集
中
し
て
お
り
、
贋
東
一
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
お
お
よ
そ
の
空
間
的
贋
が
り
を
知
る
こ
と
が
で
き

81 

る
。
こ
う
し
た
贋
東
商
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
結
び
目
と
い
う
香
港
の
歴
史
地
理
的
篠
件
は
東
華
暫
院
の
性
格
を
大
き
く
規
定
し
た
も
の
と
考
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東筆盤院局内同人数

|1腕 1 1901 1 

l2255 1 2760 1 

表 1

1907 1903 1902 1893 1891 1878 1873 

え
ら
れ
る
。

4814 

(

m
山
〉

さ
ら
に
局
内
同
人
数
は
一
貫
し
て
増
加
傾
向
を
示
し
て
い
る
(
表

1
1
と
く
に
一
八
九
五
年
お
よ
び
一
九

O
三
年
の
増
加

が
額
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
八
九
四
年
の
ベ
ス
ト
流
行
、
お
よ
び
一
九

O
三
年
の
西
環
分
局
建
設
に
闘
わ
る
動
指
に
起
因
す

4436 

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
東
華
醤
院
は
そ
の
董
事
局
の
構
成
か
ら
見
る
限
り
、
香
港
華
人
と
り
わ
け
貿
易
商
を
中
核
と
し
た
同
業
ギ
ル

2842 

ド
の
連
合
瞳
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
そ
の
こ
と
は
東
華
醤
院
の
摘
款
牧
入
の
多
く
を
各
ギ
ル
ド
に
依
存
し
て
い
た
こ
と
か
ら

も
窺
え
る
ハ
八
七
頁
所
掲
の
表
3
参
照
)
。
そ
し
て
、
各
同
業
ギ
ル
ド
を
束
ね
る
原
理
と
し
て
庚
東
人
と
し
て
の
同
郷
結
合
が
機

能
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
東
華
醤
院
は
同
業
ギ
ル
ド
の
連
合
に
も
と
づ
く
贋
東
人
に
よ
る
同
郷
舎
館
と
見
倣
す
こ
と
が
で

き
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ギ
ル
ド
の
構
成
は
清
末
上
海
の
寧
波
人
ギ
ル
ド
で
あ
る
四
明
公
所
の
事
例
と
酷
似
す
る
。
寧
波

(

況

)

轄
の
各
同
業
組
織
は
四
明
公
所
へ
寄
付
を
通
じ
て
そ
の
慈
善
活
動
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
舟
仇

- 82-

に
、
東
華
醤
院
の
活
動
お
よ
び
そ
の
経
管
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、

そ
の
性
格
に
闘
し
て
若
干
の
考
察
を
行
う
。

1772 

(2) 

活

動

と

経

営

1705 

東
筆
醤
院
の
醤
療
機
関
と
し
て
の
種
選
は
香
港
醤
事
史
の
重
要
な
一
酌
で
あ
る
。
そ
れ
は
俸
統
的
中
園
醤
墜
と
新
た
に
導

(

お

)

入
さ
れ
た
西
洋
醤
撃
と
の
確
執
の
歩
み
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
間
題
自
瞳
検
討
に
値
す
る
テ
l
マ
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
以

下
の
事
柄
の
み
を
確
認
し
て
お
く
に
止
め
る
。
嘗
初
、
穂
督
は
西
洋
醤
撃
の
採
用
を
計
量
し
て
い
た
が
、
中
園
の
習
慣
に
基

づ
く
運
営
を
強
硬
に
主
張
す
る
華
人
側
の
反
割
に
遭
い
、
最
終
的
に
は
こ
れ
に
譲
歩
し
た
。
そ
れ
は
、
香
港
に
は
す
で
に
園

家
醤
院
(
の
守
口
出
2
1
S
C
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
上
、
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現
質
問
題
と
し
て
西
洋
醤
撃
を
極
度
に
恐
れ
た
華
人
た
ち
が

中
園
醤
撃
に
よ
る
診
療
を
望
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。

し
か
し
、

西
洋
人
醤
師
ら
は
東
華
瞥
院
の
衛
生
朕
況
を
巌
し
く
批
判
し
、



一
八
九
四
年
の
ベ
ス
ト
流
行
を
契
機
に
東
華
醤
院
は
・
次
第
に
西
洋
醤
撃
を
導
入
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
二
年
後
に
は
西
洋
醤
事
を
事
ん
だ

華
人
醤
師
が
初
め
て
東
華
醤
院
に
採
用
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
患
者
は
自
ら
西
洋
醤
撃
か
中
園
醤
撃
か
の
ど
ち
ら
か
を
選
揮
す
る
こ
と
が
で
き
、

(
お
)

一
九

O
八
年
に
は
患
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
西
洋
醤
撃
に
よ
る
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
れ
で
は
な
ぜ
、
鯨
督
は
華
人
に
よ
る
病
院
設
立
に
そ
れ
ほ
ど
ま
で
に
熱
心
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
ず
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
頻
設
す
る
疫
病

針
策
と
し
て
華
入
社
舎
に
お
け
る
衛
生
朕
況
の
改
善
が
緊
急
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
貼
で
あ
る
。
し
か
し
、
よ
り
根
本
的
に
は
香
港
政

聴
と
華
入
社
舎
と
の
闘
係
に
闘
わ
る
問
題
で
あ
る
。
膨
張
す
る
華
人
人
口
の
管
理
に
失
敗
し
績
け
て
き
た
政
聴
は
、
筆
入
社
舎
と
の
聞
に
正
式

な
交
渉
ル

l
ト
を
設
定
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
華
人
の
代
表
機
関
と
目
さ
れ
た
東
華
醤
院
(
特
に
エ
リ
ー
ト
が
結
集
す
る
董
事
局
)
に

劃
し
て
華
入
社
曾
側
の
窓
口
と
し
て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
華
入
社
舎
の
経
済
力
は
す
で
に
香
港
政
聴
に
よ
る
植
民

(
川
出
)

地
経
営
上
、
大
い
に
利
用
債
値
の
あ
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

本
来
、
香
港
政
鹿
の
支
持
の
も
と
、

「
貧
窮
病
人
へ
の
看
護
と
治
療
」
の
た
め
に
設
立
さ
れ
た
東
筆
啓
院
で
は
あ
っ
た
が
、
香
港
お
よ
び
華
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南
の
歴
史
的
保
件
は
東
華
醤
院
に
む
し
ろ
醤
療
以
外
の
様
々
な
慈
善
活
動
の
設
展
を
要
求
し
た
の
で
あ
ア
た
。
そ
の
慈
善
活
動
と
は
、
①
難
民

牧
容
・
責
蓮
田
籍
、
②
助
葬
、
③
災
害
救
済
、
④
義
事
・
託
児
所
・
養
老
院
の
運
営
な
ど
で
あ
り
、
特
に
①
②
③
が
活
動
の
中
心
で
あ
っ
・
た
。

そ
し
て
、
④
が
専
ら
呑
港
の
華
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
劉
象
と
し
た
慈
善
活
動
で
あ
る
の
に
劃
し
て
、
①
②
@
は
ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
み
な
ら
ず
、
後
背
地
た
る
贋
東
お
よ
び
外
に
贋
が
る
海
外
華
人
を
も
救
済
の
封
象
と
し
て
い
た
黙
が
注
目
さ
れ
る
。
以
下
、
①
②
④
の
概
要

を
簡
皐
に
紹
介
し
て
お
く
(
③
は
次
節
で
扱
う
〉
。

①
 
難
民
牧
容
・
資
蓮
田
籍

香
港
は
移
民
、
途
出
港
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
寅
際
に
は
開
港
者
数
が
移
民
者
数
を
上
回
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
例
え
ば
一
九

O
七
年
の
香

港
か
ら
中
園
を
除
く
各
港
へ
の
移
民
者
数
、
十
高
五
千
九
百
六
十
七
人
に
封
し
、
蹄
港
者
数
は
十
四
高
五
千
八
百
二
十
二
人
で
あ
る
。
一
九

O

(

お

)

七
寓
千
八
十
一
人
に
劃
し
て
開
港
者
数
は
十
五
高
七
千
八
百
九
人
と
な
っ
て
い
る
。
彼
ら
の
多
く
は
難
民
と
し
て
香
港

八
年
に
は
移
民
者
数
、

83 
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に
滞
留
し
、
加
え
て
庚
東
省
内
は
も
と
よ
り
上
海

・
度
門
・
唆
州
な
ど
沿
岸
開
港
都
市
か
ら
も
出
稼
ぎ
難
民
が
流
入
し
た
。
彼
ら
は
嘗
初
、
呑

港
政
聴
に
よ
っ
て
贋
東
の
英
園
領
事
を
経
て
故
郷
に
迭
還
さ
れ
て
い
た
が
、

事
務
手
績
き
が
煩
墳
な
た
め

東
華
菌
院
が
こ
う
し
た
難
民
の

内
、
病
人
に
は
醤
薬
を
輿
え
て
牧
容
し
、
無
病
の
者
に
は
放
費
を
興
え
て
故
郷
へ
迭
還
す
る
よ
う
に
な
?
た
。
さ
ら
に
一
九
一

O
年
に
は
難
民

牧
容
施
設
と
し
て
棲
流
所
が
建
造
さ
れ
た
。

一
八
七
八
年
、

直
廃
揚
(
躍
扉
)
・
潟
明
珊
〈
普
照
)
・
施
箪
階
・
謝
達
盛
な
ど
東
莞
豚
出
身
の
一
一
商
人
に
よ
っ
て
、
貧
苦
の
婦
女
子
を
専
門
的

(
お
)

八
O
年
正
式
に
認
可
さ
れ
た
。
以
後
は
東
華
瞥
院

・
保
良

に
牧
容
す
る
施
設
と
し
て
「
保
良
公
局
」
(
後
に
保
良
局
)
設
立
の
申
請
が
な
さ
れ
、

局
、
そ
し
て
華
民
政
務
司
の
連
携
に
よ

っ
て
難
民
救
済
が
な
さ
れ
た
。

② 

助

葬

東
華
盤
院
に
よ
る
慈
善
活
動
の
多
く
は
死
者
に
射
し
て
注
が
れ
た
。
こ
れ
は
東
華
菌
院
の
前
身
と
も
い
え
る
贋
一
幅
義
澗
の
活
動
を
受
縫
い
だ

-84ー

も
の
と
も
い
え
る
が
、
東
華
醤
院
が
同
郷
舎
舘
の
基
本
的
機
能
で
あ
る
助
葬
活
動
、

と
く
に
運
棺
に
壷
力
し
た
こ
と
は
、
一
位
舎
的
流
動
性
の
極

(

幻

〉

め
て
高
い
香
港
祉
舎
に
お
い
て
東
牽
暫
院
が
停
統
的
な
同
郷
曾
館
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
有
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

施
棺
は
創
設
期
よ
り
行
わ
れ
、
故
郷
の
土
地
で
の
埋
葬
を
願
っ
て
迭
還
を
待
つ
棺
枢
は
東
華
義
荘
に
安
置
さ
れ
た
。

ま
た
、
南
北
ア
メ
リ
カ

・

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
死
亡
し
た
先
僑
の
遺
骨
も
東
華
醤
院
に
、
迭
、
還
さ
れ
、

そ
こ
か
ら
圏
内
の
善
堂
を
経
由
し
て
故
郷
の
地

(
お
)

へ
と
輔
、迭
さ
れ
た
。
さ
ら
に
航
海
途
中
の
不
慮
の
死
に
備
え
て
外
洋
船
舶
に
は
常
に
棺
枢
が
搭
載
さ
れ
て
い
た
。

一
八
八

O
年
、
東
華
醤
院
は
文
武
廟
の
傍
ら
に
あ
っ
た
中
華
書
院
を
接
牧
し
て
そ
の
運
営

に
嘗
た
っ
た
。
こ
れ
は
文
武
廟
の
嘗
産
を
運
営
経
費
と
し
た
た
め

「
文
武
廟
義
事
」
と
命
名
さ
れ
た
。
そ
し
て
一
九

O
八
年
ま
で
に
八
つ
の
義

そ
の
他
、
東
華
醤
院
は
教
育
事
業
を
も
行
っ
た
。

壌
を
運
営
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

東
華
瞥
院
の
慈
善
活
動
の
中
心
が
移
民
に
閥
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
東
華
醤
院
さ
ら
に
は
香
港
の
華
入
社
舎
の
性
格
を
考
え
る
上
で
重

要
な
酷
で
あ
る
。

十
九
世
紀
後
半
以
降
、

列
強
の
海
外
植
民
地
に
お
け
る
努
働
力
需
要
に
腔
じ
て
、

大
量
の
華
人
が
海
外
へ
出
稼
ぎ
に
出
た
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ギノレド別措金額 (1873年，単位:ドル〉

金額 | ギル ド名

1，500 南北行

1，000 洋行

700 疋頭紬鍛行

500 米行，公白行，金山行

400 花紗行，洋重量繋材

250 蒲包行

200 錦織行，嘗押行，出入口洋貨行，生猪欄行，Ii*魚欄行，金鋪行，破珠行，京

果雑貨行，杉料行，銀舗行，務館行，七市猪肉行
、 150 木東家

100 縫番衣東家行

40 故衣行

表2

※1885年には猪肉行 ・生薬行・煤炭西家行(以上200ドノレ)，牛欄行 .i:T藤東家行・菓奈

欄行(以上100ドノレ)，搬艇義盆祉(83ドル)，鮮魚行 (80ドノレ)，沙藤西家行 ・煙車車行・

成衣行 ・塘魚行(以上50ドノレ)， 檀香行 (40わけなどのギノレドが新たに掲金を行っ

たが，杉料行・木東家・縫番衣東家行が指金者リス トから姿を消している。

(
叩
出
〉

が
、
そ
の
多
く
は
香
港
経
由
で
出
入
境
し
て
い
た
。
中
に
は
ブ

ロ
ー
カ

ー

に
よ
っ
て
拐
踊
さ
れ
、
苦
力
あ
る
い
は
娼
妓
・
奉
公
人
な
ど
と
し
て
海
外

へ
と
渡
航
し
た
例
も
無
数
に
存
在
し
た。

(
川
叩
)

震
と
し
て
糾
弾
す
る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
他
方
で
そ
の
背
景
に
人
身
貰
買

こ
れ
を
一
帝
園
主
義
の
犯
罪
行

を
許
容
す
る
よ
う
な
中
園
の
家
族
制
度
、
そ
し
て
「
合
股
」
あ
る
い
は
同

族
・
同
郷
的
な
結
合
に
見
ら
れ
る
相
互
扶
助
的
ネ
γ
ト
ワ

l
ク
と
い
っ
た

固
有
の
祉
舎
シ
ス
テ
ム
が
機
能
し
て
い
た
事
貫
を
見
過
ご
す
こ
と
は
で
き

な
い
。
香
港
の
華
人
の
中
に
は
移
民
ビ
ジ
ネ
ス
に
よ
っ
て
蓄
財
し
た
商
人

が
少
な
く
な
か
?
た
。
あ
る
意
一
味
で
香
港
の
華
入
社
舎
を
代
表
し
て
東
華

醤
院
が
慈
善
活
動
を
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
朕
況
を
香
港
祉
舎
自
ら
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が
そ
の
経
済
活
動
の
中
で
創
出
し
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
家
族
制
度

・
慈
善
活
動
な
ど
が
複
雑
に
絡
み
合
っ
た
贋
東
人
の

商
業
活
動
の
貫
態
の
解
明
は
本
稿
に
引
き
績
く
論
文
に
お
い
て
検
討
し
て

い
く
つ
も
り
で
あ
る
。

次
に
経
営
に
閲
し
て
簡
単
に
見
て
み
た
い
。
東
華
醤
院
は
慈
善
組
織
と

し
て
の
性
格
上
、

掲
金
が
主
要
な
資
金
源
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
「
勘

摘
」
活
動
は
東
筆
醤
院
に
と
っ
て
常
に
最
大
の
開
心
事
で
あ
っ
た
。
政
府

補
助
の
ほ
か
、
廟
字

・
東
華
醤
院
総
理

・
同
業
ギ
ル
ド

・
庖
舗
・
股
戸
な

ど
か
ら
の
摘
金
、

組
理
に
よ
る

「沿
門
勤
摘
」
、

海
外
華
人
へ
の
書
簡
に
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よ
る
「
動
摘
」
、
汽
船
上
で
の

「縁
部
(
簿
〉
」
(
募
金
鍔
〉
に
よ
る

「動
指
」
な
ど
の
方
法
が
採
ら
れ
た
。
こ
の
他
、

香
港
お
よ
び
圏
内
外
を
問

わ
ず
、
華
入
社
曾
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
場
合
に
臨
時
の
「
動
指
」
が
行
わ
れ
た
が
、
寅
際
に
は
こ
れ
も
日
常
化
し
て
い
た
。

(
H
U
)
 

開
業
ギ
ル
ド
か
ら
の
摘
金
は
東
華
町
四
院
の
初
期
に
お
い
て
最
大
の
牧
入
源
で
あ
っ
た
。

表
2
か
ら
は
嘗
時
の
香
港
で
勢
力
を
有
し
て
い
た
ギ

ル
ド
の
職
種
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
全
瞳
と
し
て
貿
易
商
が
目
立
つ
が
中
で
も
南
北
行

・
買
掛
・
反
物
商一

・
米
首

・
ア
ヘ
ン
商

・
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
貿
易
商
の
上
位
六
つ
の
ギ
ル
ド
の
貢
献
は
大
き
い
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
毎
年
董
事
局
に
総
理
を
迭
り
込
ん
で
お
り
、
香
港
一
商
業
界
と

東
華
暫
院
の
強
い
結
び
つ
き
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

海
外
華
人
か
ら
の
損
金
は
移
民
と
東
華
菌
院
と
の
密
接
な
関
係
を
示
唆
し
て
い
る
。

一
八
九
五
年
、

ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

-
Pア
リ
テ
ィ
シ
ュ
コ
ロ

(

m

M

)

 

ソ
ビ
ア

・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
パ
ナ
マ

・
サ
イ
ゴ
ン
・
シ
ョ
ロ
ン
・
ビ
ル
マ

・
シ
ャ
ム
か
ら
の
掲
金
は
銀
五
千
百
七
十
五
雨
に
上

っ
た
。
ま

た
「
縁
部
(
簿
)
」
は
中
園
沿
岸
都
市
ま
た
は
海
外
へ
航
行
す
る
客
船
上
に
置
か
れ
乗
客
か
ら
集
摘
さ
れ
た
。

一
八
七
三
年
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
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コ
へ
向
か
っ
た
客
船
八
般
で
三
百
五
十
四
ド
ル
が
集
め
ら
れ、

ま
た
一
九

O
八
年
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

・
マ
ニ
ラ
・
パ

ン
コ
ク

・
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
・

ベ
ル

l

・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア

・
メ
キ
シ
コ
な
ど
へ
渡
航
し
た
客
船
か
ら
は
縁
部
計
百
二
十
一
閣
で
五
千
八
百
三
十
ド

〈

円

切

)

ル
が
集
め
ら
れ
た
。

一
八
七
三
年
、
華
人
人
口
の
増
加
に
よ
る
東
華
醤
院
の
事
業
援
大
に
鑑
み
、
董
事
た
ち
は
土
地

・
家
屋
を
購
入
し
、

そ
の

運
用
利
盆
に
よ

っ
て
財
政
の
安
定
化
を
は
か
る
方
針
を
決
定
し
た
。
政
醸
の
許
可
を
得
た
上
で
永
楽
坊
(
現
在
の
、
氷
楽
街
)
四
十
続
に
最
初
の

(
川
叫
)

不
動
産
が
購
入
さ
れ
た
。

(
必
)

一
九

O
八
年
に
お
け
る
東
華
瞥
院
の
牧
支
吠
況
を
表
3
に
示
し
た
。
ま
ず
、
牧
入
面
で
は
経
常
牧
入
の
う
ち
摘
金
が
約
三
十
五
%
を
占
め
て

お
り
、
依
然
と
し
て
重
要
な
牧
入
源
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、

不
動
産
賃
貸
に
よ
る
利
盆
が
三
十
三
%
と
こ
れ
に
次
ぐ
位
置
を
占
め
て
お

り

財
政
基
盤
の
安
定
化
が
は
か
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

問
題
は
穂
牧
入
の
約
四
十
一
%
を
も
占
め
て
い
る
「
卒
鰹
公
所
よ
り
借
入

金
」
な
ど
の
臨
時
的
枚
入
の
性
格
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
資
金
は
こ
の
牧
支
表
で
は
牧
入
項
目
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

同
年
の
東
牽
暫
院
の

「
資
産
・
負
債
表
」
で
は

「負
債
」
項
目
を
構
成
し
て
い
た
〈
「
遊
祭
場
資
金
」
を
除
く
)
。

す
な
わ
ち
、

そ
れ
ら
は
基
本
的
に
将
来
の
特
定
さ
れ
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1908年東撃習院牧支表(単位:ドル〉

《枚入》 《支出》

繰 越金 15，031. 59 豊富院経営費 〈計78，964.76)

不動産 28，225.47 食料費 5，713.00 

指 金 (計30，101.16) 給 輿 12，811.51 

各ギノレドの損金 12，495.20 病室経費 12，485.35 

各庖舗の指金 1，526.00 繋剤費 15，914.96 

汽船上での指金 5，070.76 痘局経費 5，907.40 

善士による摘金 1，152.40 分院:ベスト経費 3，863.34 

善士による施襲 ・施衣・ 分院:給輿・食料 193.55 

施棺用の指金 1，989.30 文 具 8，117.53 

段戸からの摘金 3，400.00 修理費 5，322.87 

総理 ・協理 ・値事の掲金 1，967.50 保 険 1，113.94 

文武廟摘金の20% 2，500.00 地 税 602.35 

政廃補助 8，000.00 衣料費 188.90 

薬代，残飯代，義荘使用代 4，041. 42 備 ロロロ 720.65 

(以上，経常収入 計85，399.64) 雑 費 6，009.41 

遜祭場資金 5，000.00 救済事業費 〈計19，212.35)

文武廟より借入 6，000.00 指枢費 6，138.79 

サンフランシスコ救済資金 5，470.17 共同墓地運営 4，804.01 

卒羅公所より借入 38，887.02 難民迭還費 3，411.40 

庚肇水災救済資金 5，500.00 埋葬費 1，184.15 

(以上，一時預かり資金 計60，857.19) (政府墓地 :ヴィクトリア〉

手リ 子 517.60 棺枢費( 向上) 1，848.85 

牧入計 146，774.43 埋葬費(政府墓地・九龍) 643.35 

棺枢費(向上) 1，181. 80 

(以上，経常支出 計98，177.11)

痘局建設用地購入費 54，627.00 

支出計 145，874.19 

差 額 900.24 

表 3

た
救
済
事
業
で
の
支
出
に
備
え

て
一
時
的
に
東
華
醤
院
に
よ
っ

て
保
管
さ
れ
た
も
の
だ
と
考
え

ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
の
う
ち
の
「
遊
祭
場
資
金
」

お
よ
び
「
贋
肇
水
災
救
済
責

金
」
は
翌
一
九

O
九
年
に
同
額

で
返
済
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
支
出
面
で
あ
る
が
経
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常
支
出
の
う
ち
醤
院
経
営
費

(
約
八
O
M
m
)

が
救
済
事
業
費

(
約
二
O
M
m〉

を
大
き
く
上
回

っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。
こ
れ
ま
で
東
華
醤
院
の
活

動
に
お
け
る
非
醤
療
分
野
で
の

活
動
の
重
要
性
を
指
摘
し
て
き

た
が
牧
支
表
に
あ
ら
わ
れ
る
救

済
事
業
費
の
額
の
少
な
さ
は
ど

の
よ
う
に
解
標
し
た
ら
よ
い
の



高
ド
ル
と
い
う

E
額
の
摘
金
を
集
め
て
い

る。

で
あ
ろ
う
か
。
後
述
す
る
よ
う
に
一

九

O
八
年
に
庚
州

・
肇
慶
で
水
災
が
設
生
し
た
際
、
東
華
醤
院
は
香
港
お
よ
び
海
外
華
人
か
ら
約
四
十
六

し
か
し
、
そ
の

ほ
と
ん
ど
は
直
ち
に
庚
東
の
慈
善
組
織
へ
と
送
金
さ
れ
た
た
め
東
華
醤
院
の
牧

88 

入
項
目
に
は
計
上
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
東
華
醤
院
は
日
常
的
な
活
動
に
閲
す
る
一
般
舎
計
と
は
別
個
に
、
特
定
の
救
済
活
動

を
行
う
た
め
に
外
部
か
ら
の
掲
助
を
議
定
し
た
特
別
舎
計
が
存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
東
華
醤
院
は
自
ら
が
控

費
を
負
検
問
す
る
こ
と
な
く
、
救
済
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
後
に
も
言
及
す
る
が
各
地
の
華
入
社
舎
か
ら
の
相
衣

ぐ
放
湾
要
請
に
劃
し
て
東
華
町
四
院
が
財
政
難
を
理
由
に
た
び
た
び
こ
れ
を
拒
否
し
て
い
た
の
は
、

」
の
特
別
舎
計
の
資
金
不
足
を
問
題
に
し
て

い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
特
別
曾
計
は
直
ち
に
使
用
さ
れ
て
(
例
え
ば
、
康
東
側
議
回
堂
へ
の
迭
金
)
、
東
華
醤
院
の
牧
支
表
に
記
録
が
残

ら
な
い
場
合
も
あ
れ
ば
、
使
用
さ
れ
な
い
ま
ま
東
華
醤
院
一
時
預
か
り
の
形
(
「
負
債
」
)
と
な
る
場
合
(
表
3
の
枚
入
項
目
に
あ
る
「
文
武
廟
よ
り
借

入

「
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
数
済
資
金
」

「
卒
雁
公
所
よ
り
借
入
」

「
庚
肇
水
災
救
済
資
金
」
が
こ
れ
に
あ
た
る
)
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

で
あ
る
が
、
こ
の
負
債
額
こ
そ
東
華
暫
院
一
時
預
か
り
金
で
あ
り
、
将
来
に
備
え
た
救
済
資
金
源
で
あ
司
た
。

ク
さ
れ
ず
に
香
港
を
経
由
し
て
直
ち
に
中
園
圏
内
へ
と
逸
ら
れ
た
摘
金
は
、
華
僑
迭
金
と
同
様
に
正
確
な
金
額
は
把
渥
困
難
で
あ
る
が
相
嘗
な

一
方
、
前
者
の
よ
う
に
ス

ト
ッ

- 88一

東
華
醤
院
の
一
九

O
八
年
度
の
資
産
総
額
は
不
動
産
を
中
心
に
計
十
七
高
六
千
八
百
五
十
四
ド
ル
、

負
債
総
額
は
計
十
一
高
五
千
六
十
六
ド
ル

額
に
達
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
康
東
省
で
の
相
衣
ぐ
災
害
は
東
華
菌
院
の
救
災
活
動
を
日
常
化
さ
せ
て

い
た
。
そ
の
た
め
、
東
華
醤
院
の
海
外

華
人
に
封
す
る
勘
摘
も
頻
繁
と
な
り
、
そ
の
摘
金
に
よ
っ
て
成
立
す
る
特
別
曾
計
の
役
割
は
重
要
な
意
味
を
も
つ
に
至

?
た
。
次
節
で
は
こ
う

し
た
特
別
舎
計
に
よ
っ

て
行
わ
れ
た
東
華
暫
院
の
災
害
救
済
活
動
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
庚
東
人
の
同
郷
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
重
要
性
を
示
す
と

同
時
に
、
東
華
菌
院
と
香
港
政
鹿
お
よ
び
贋
東
側
善
堂
と
の
閥
係
の
饗
容
に
つ
い
て
も
考
察
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。

救
災
活
動
と
香
港

東
華
強
院
が
行
っ
た
菌
療
以
外
の
活
動
は
香
港
の
法
制
度
上
で
は
違
法
で
あ
っ
た
が
、
現
寅
に
は
移
民
審
査
や
難
民
迭
還
な
ど
華
人
に
闘
す



る
業
務
に
お
い
て
、
東
華
醤
院
は
香
港
政
醸
の
植
民
地
統
治
に
大
き
く
貢
献
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
政
聴
に
と
っ
て
東
華
醤
院
の
枇

舎
的
・
政
治
的
影
響
力
の
媛
大
は
あ
ま
り
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
く
、
特
に
清
朝
官
憲
と
の
関
係
緊
密
化
は
最
も
憂
慮
す
べ
き
事
柄
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
二
十
世
紀
以
降
、
東
華
醤
院
と
贋
東
省
の
善
堂
と
の
「
合
掛
」
に
よ
る
救
災
が
行
わ
れ
る
一
方
、
香
港
政
臆
と
の
聞
に
も
正
式

な
共
同
救
災
活
動
が
貫
現
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
慈
善
を
政
治
的
資
源
と
し
た
華
人
エ
リ
ー
ト
ら
の
貫
質
的
影
響
力
の
擁
大
を
示
し
て
い

た
。
ま
ず
十
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
東
華
醤
院
の
救
災
活
動
を
め
ぐ
る
朕
況
を
簡
単
に
見
て
み
た
い
。

)
 

噌

E
A(
 
十
九
世
紀
末
期
に
お
け
る
救
災
活
動

東
華
醤
院
に
よ
る
救
災
活
動
は
一
入
七
四
年
に
始
ま
る
。
同
年
八
月
十
二
日
、
香
港
を
蓋
風
が
襲
い
、
船
舶
の
沈
涯
に
よ
り
多
く
の
人
命
が

失
わ
れ
た
。
東
華
醤
院
の
総
理
た
ち
は
被
害
者
の
遺
盟
国
牧
に
努
め
、
彼
ら
を
手
厚
く
埋
葬
し
た
。
一
八
八

O
年
に
昂
船
洲
海
岸
で
蓋
風
に
よ

る
遭
難
者
と
見
ら
れ
る
遺
骨
百
絵
具
が
護
見
さ
れ
た
時
に
は
、
香
港
綿
督
の
寄
付
を
得
て
共
同
墓
地
が
築
か
れ
た
。
一
八
九
五
年
六
月
十
九

日
、
香
港
が
再
び
蓋
風
の
被
害
を
受
け
た
際
に
も
、
東
華
十
醤
院
は
遺
瞳
回
牧
に
輩
力
し
、
新
聞
紙
上
に
被
害
者
の
特
徴
を
示
し
た
公
告
を
掲
載

(

必

〉

し
て
、
そ
の
親
族
に
遺
瞳
の
受
領
を
訴
え
た
。
こ
の
よ
う
に
植
民
地
香
港
内
で
の
救
災
活
動
で
あ
る
限
り
、
香
港
政
鹿
と
の
聞
に
矛
盾
は
護
生

し
な
か
ア
た
。
し
か
し
、
救
災
の
封
象
範
圏
が
中
園
に
及
ぶ
に
至
り
、

- 89ー

「
慈
釜
己
活
動
は
政
治
的
意
味
を
帯
び
た
も
の
と
し
て
了
解
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
八
七

0
年
代
中
頃
以
降
、
清
朝
は
欧
米
各
園
に
在
外
公
使
館
の
設
置
を
寅
現
し
、
棄
民
か
ら
海
外
華
人
保
護
へ
政
策
轄
換
し
た
が
、
そ
う

(

灯

〉

し
た
轄
換
を
促
し
た
要
因
は
清
朝
が
海
外
華
人
の
経
済
力
や
祉
曾
的
影
響
力
を
認
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

一
八
七
七
年
、
山
西
省
の
水
災
が
華
北
に
横
大
し
た
時
、
営
時
直
隷
綿
督
で
あ
っ
た
李
鴻
章
は
救
災
資
金
の
財
源
と
し
て
香
港
・
南
洋
で
活

躍
し
て
い
た
潮
州
諸
人
に
着
目
す
る
。

89 

李
は
一
幅
建
線
督
の
丁
目
昌
に
封
し
、
高
瀬
筆
(
廷
槽
)
と
柄
振
捷
の
ニ
人
の
潮
州
一一
商
人
に
官
職
と
引
き

替
え
に
勧
摘
の
任
務
を
興
え
る
よ
う
提
言
し
た
。
出
頭
出
身
の
高
瀬
撃
は
元
震
行
と
い
う
香
港
最
大
の
貿
易
商
枇
(
南
北
行
)
の
一商
人
で
あ
り
、
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(
川
町
〉

東
筆
啓
院
の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
一
人
で
も
あ
っ
た
。
ま
た
、
桐
振
捷
も
南
北
行
の
商
人
で
、

一
八
七
四
年
に
東
華
醤
院
の
組
理
、

一
八
七
三
年

及
び
七
五
年
に
協
理
を
勤
め
て
い
る
。
こ
の
勘
摘
に
よ
っ
て
最
終
的
に
東
華
町
四
院
を
含
め
た
他
の
都
市
の
慈
善
組
織
か
ら
の
掲
金
総
額
は
合
計

(

同

日

)

五
十
高
雨
に
上
っ
た
。

外
華
人
か
ら
集
め
ら
れ
た
摘
金
総
額
は
十
寓
ド
ル
に
上
っ
た
。

次
い
で
一
八
八
五
年
春
、
贋
東
で
洪
水
が
護
生
し
た
。
東
華
醤
院
は
た
だ
ち
に
食
糧
を
迭
り
、
香
港
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
ベ
ル
ー
な
ど
の
海

(

町

山

)

香
港
の
有
力
一
商
人
で
あ
る
何
阿
美
(
献
塀
)
は
雨
贋
総
督
張
之
洞
に

し
か
し
、

救
災
経
費
未
使
用
分
約
三
寓
ド
ル
を
送
金
す
る
準
備
の
あ
る
旨
を
停
え
、
こ
れ
が
香
港
政
醸
の
知
る
と
こ
ろ
と
な
り
政
治
問
題
化
す
る
。
政
鹿

は
清
朝
政
府
が
東
華
監
院
を
中
園
の
統
治
機
構
の
一
部
と
見
倣
し
て
お
り
、
こ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
の
領
土
支
配
権
へ
の
侵
犯
で
あ
る
と
考
え
た
の

(

日

〉

で
あ
っ
た
。
こ
れ
以
後
、
東
華
醤
院
と
清
朝
官
憲
と
の
接
燭
は
「
慈
善
」
目
的
の
み
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
香
港
政
臆
は

香
港
の
華
人
エ
リ
ー
ト
層
を
植
民
地
睦
制
の
内
部
に
取
り
込
む
こ
と
で
中
園
か
ら
の
影
響
力
を
防
止
し
よ
う
と
努
め
て
ゆ
く
。
具
瞳
的
に
は
次

の
よ
う
な
措
置
が
採
ら
れ
た
。

華
民
政
務
司
署
の
旗
充
、

立
法
局
の
華
人
議
席
設
置
(
一
八
八

0
1八
二
年
日
伍
廷
芳
、

一
八
八
四

t
九
O
年
日
貨
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勝

一
八
九
O
l
一
九
一
四
年
日
何
啓
、

一
八
九
六
l
一
九
一
四
年
日
意
玉
)
、

太
平
紳
士
へ
の
任
命
(
一
八
七
八
年
J
一
伍
廷
芳
、
何
啓
、
意
玉
、
資
勝
〉

潔
淳
局
委
員
へ
の
任
命
(
一
八
八
六
年
日
何
啓
、

一
八
九
二
年
一
劉
滑
川
)
、
香
港
綿
一
商
舎
へ
の
加
入
〈
三
十
四
曾
員
中
、
二
曾
員
が
華
人
一
商
社
)
な
ど
で

あ
る
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
西
洋
の
教
育
を
受
け
た
履
歴
を
も
っ
東
華
菌
院
の
董
事
経
験
者
で
あ
り
、
香
港
政
腐
は
彼
ら
に
東
華
醤
院
に
替
わ
る

(
臼
〉

祉
曾
的
地
位
を
付
興
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
も
中
圏
各
地
か
ら
香
港
や
マ
カ
オ
な
ど
の
華
人
一
商
人
に
劃
す
る
救
災
依
頼
が
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
地
方
官
紳
屠
か
ら
の
勘
摘
要
求

(
臼
)

の
中
に
は
、
近
日
中
に
賑
捕
に
よ
る
質
官
付
興
の
停
止
や
摘
納
額
の
値
上
げ
が
賞
施
さ
れ
る
な
ど
と
宣
俸
す
る
も
の
も
あ
っ
た
。

し
か
し
、
東
華
暫
院
に
よ
る
慈
善
活
動
の
特
徴
を
よ
り
明
確
に
示
し
て
い
る
の
は
民
間
の
慈
善
組
織
、
と
く
に
贋
東
人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
か

ら
の
要
請
に
射
す
る
虚
置
で
あ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
こ
に
お
け
る
情
報
俸
達
や
関
係
性
構
築
の
あ
り
方
は
中
園
祉
曾
特
有
の
同
郷
結
合
と
い
っ

た
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
方
法
に
擦
っ
た
た
め
、
香
港
政
醸
の
把
握
す
る
と
こ
ろ
で
は
な
か
っ
た
。
若
干
の
例
を
見
て
み
よ
う
。



院
北
の
協
賑
公
所
か
ら
の
災
害
援
助
の
要
請
が
な
さ
れ
た
が
、
東
華
醤
院
は
そ
の
返
書
の
中
で
、
近
年
の
物

債
高
騰
や
不
景
気
に
加
え
て
、
雷
州

・
理
州
・
省
城

・
山
東
か
ら
賑
済
要
請
が
相
次
ぎ
、
力
量
き
た
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
要
請
に
麿
え
ら
れ

(

臼

〉

な
い
献
況
で
あ
る
旨
を
述
べ
て
い
た
。

決
の
例
は
災
害
救
済
の
事
例
で
は
な
い
が
、
同
郷
結
合
に
依
援
し
て
な
さ
れ
た
救
済
要
請
の
質
際
と
迭
金
方
法
、
お
よ
び
そ
こ
で
東
華
醤
院

光
緒
二
十
五
年
(
一
八
九
九
〉
、

が
果
た
し
た
役
割
が
興
味
深
く
示
さ
れ
て
い
る
。

義
和
圏
事
件
に
際
し
て
米
債
高
騰
に
苦
し
む
北
京
在
住
康
東
人
同
郷
の
官
紳
か
ら
の
揖
金
依
頼
を
受

け
た
上
海
贋
肇
公
所
は
東
華
醤
院
に
集
摘
を
打
電
要
請
し
た
。
東
華
醤
院
の
董
事
は
衆
議
の
上
、
前
月
天
津
救
済
の
た
め
に
集
め
た
摘
金
を
充

光
緒
二
十
六
年
(
一
九
O
O〉
八
月
、

て
る
こ
と
を
決
定
す
る
。
さ
ら
に
東
華
醤
院
は
慶
州
の
崇
正
善
堂
お
よ
び
襖
門
の
鏡
湖
醤
院
に
劃
し
て
同
様
の
要
請
を
行
っ
た
。
そ
し
て
東
華

瞥
院
は
一
千
ド
ル
を
上
海
陸
豊
銀
行
を
通
し
て
庚
肇
公
所
へ
、
途
金
し
、
鏡
湖
醤
院
も
銀
五
百
雨
を
泰
陸
銀
鋭
か
ら
東
華
醤
院
に
迭
金
し
、
東
筆

(
日
)

醤
院
は
そ
れ
を
香
港
の
瑞
吉
銀
競
を
、通
し
て
贋
肇
公
所
へ
と
、逢
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
救
済
要
請
と
い
う
情
報
は
北
京
↓
上
海
↓
香
港
↓
贋
州

・
襖
門
と
い
う
経
路
で
瞬
時
に
停
達
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は

贋
東
商
人
の
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
を
前
提
に
し
た
同
郷
結
合
が
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
経
路
の
内
、
上
海
|
呑
港
聞
の
事
情

- 91-

を
何
様
生
〈
甘
業
)
と
い
う
香
港
一
商
一
人
の
活
動
を
通
し
て
見
て
み
よ
う
。

贋
東
省
賓
安
蘇
人
で
あ
る
何
様
生
は
何
東
(
刻
。

Z
H同
国
O

吋ロロぬ〉

の
弟
と
し
て
一
八
六
六
年
香
港
に
生
ま
れ
た
。

皇
家
英
文
大
書
院

(の

g可
色
刷
ロ
関
口
曲
目
Hω
ロ7
0
0
日
)
を
卒
業
後
、

ジ
ャ

I
J
ア
ィ
ン

H
マ
セ
ソ
ン
一
商
舎
の
保
険
部
門
で
買
掛
を
勤
め
る
傍
ら
、
自
ら
は
糖
業
に
投
資

し
て
、
そ
の
支
店
網
は
贋
州

・
出
頭
・
九
江
・
蕪
湖
・
鎮
江
・
南
京
・
上
海

・
寧
波
・
煙
蓋
・
青
島
・
宜
昌
・
天
津
・
漢
口

・
牛
荘
・
マ
カ

オ
・
マ
ニ
ラ
・
イ
ロ
イ
ロ
・
ジ
ャ
ワ
に
展
開
し
て
い
た
。
彼
は
一
九

O
六
年
に
東
華
瞥
院
の
主
席
組
理
と
な
り
華
商
公
局
の
創
建
者
の
一
人
で

も
あ
る
。
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北
京
か
ら
救
済
要
請
が
な
さ
れ
た
時
、
彼
は
上
海
に
駐
在
し
て
お
り
、
北
京
の
窮
肢
を
知
る
と
贋
肇
公
所
で
の
曾
議
を
召
集
し
て
香
港

・
贋
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(
白
山
〉

州
へ
の
要
請
を
提
議
し
た
の
で
あ
っ
た
。
一
商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
一
商
品
の
流
通
の
み
な
ら
ず
一
商
業
活
動
に
伴
う
具
瞳
的
な
人
の
移
動
を
も
促
進

し
、
そ
れ
が
慈
善
の
た
め
の
同
郷
結
合
の
活
性
化
の
前
提
と
な
っ
て
い
た
と
言
え
る
。
そ
し
て
香
港
の
東
華
醤
院
は
自
ら
掲
金
を
援
出
し
た
他

に
康
州
・
襖
門
と
の
関
係
に
お
い
て
情
報
お
よ
び
掲
金
の
集
約
援
貼
か
つ
麓
迭
按
貼
と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
融
セ
ン
タ

!
と
し
て
の
香
港
の
性
格
を
反
映
し
た
も
の
と
言
え
よ
う。

し
か
し
、
東
肇
暫
院
は
同
郷
者
か
ら
の
救
済
要
請
す
べ
て
に
腔
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
光
緒
二
十
六
年
八
月
、
河
北
省
宣
化
豚
の
阜
害

救
済
を
訴
え
て
き
た
慶
州
の
贋
済
醤
院
に
射
し
、
東
華
醤
院
は
ハ
ワ
イ
・
一
帽
建
、
さ
ら
に
北
京

・
天
津
か
ら
の
救
災
要
請
が
相
次
い
で

い
る
事

(

町

出

)

情
を
述
べ
て
暗
に
こ
れ
を
桓
否
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ま
た

光
緒
二
十
七
年
(
一
九
O
一)

一月、

東
華
醤
院
は
贋
州
の
康
仁
善
堂
か
ら
の
香
港
で
の
開
摘
要
請
に
劃
し
て
、

香
港
で
は
前
年
に

六
回
も
勘
摘
が
貫
施
さ
れ
た
こ
と
や
風
災
被
害
の
救
済
を
理
由
に
痘
否
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
同
じ
庚
仁
善
堂
を
通
し
て
な
さ
れ
た
快

- 92ー

西
巡
撫
か
ら
の
賑
済
要
請
に
閥
し
て
は
同
月
中
旬
よ
り
開
摘
を
行
う
と
さ
れ
た
。

ま
ず
二
千
ド
ル
の
迭
金
が
決
定
さ
れ
た
が
、
香
港
に
は
快
西

の
銀
脱
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
か
ら
、
康
仁
善
堂
に
省
城
で
代
わ
り
の
銀
蹴
を
探
す
よ
う
に
依
頼
が
な
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
東
華
敵
国
院
は
ま
ず

香
港
の
瑞
士
口
銀
披
を
通
し
て
省
城
の
一
隅
全
銀
庖
に
迭
金
し
、

そ
こ
か
ら
新
泰
厚
へ
轄
迭
し
て
も
ら
い
、
最
終
的
に
快
西
巡
撫
へ
届
く
よ
う
に
手

し
か
も
そ
の
領
牧
書
に
よ
れ
ば
東
筆
醤
院
で
は
な
く
贋
仁
善
堂

(

回

)

が
迭
金
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
た
。
東
華
町
四
院
は
直
ち
に
庚
仁
善
堂
に
封
し
て
誤
り
を
正
す
よ
う
要
請
し
た
の
で
あ
っ
た
。
東
華
醤
院
と
庚
東

し
か
し
、
質
際
に
は
新
泰
厚
の
代
わ
り
に
貞
信
競
が
迭
金
を
行
い
、

配
し
た
。

の
善
堂
と
は
贋
東
人
に
劃
す
る
庚
域
に
わ
た
る
慈
善
活
動
に
際
し
て
協
力
関
係
に
あ
っ
た
が
、
同
時
に
封
抗
す
る
局
面
を
も
含
ん
で
い
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
の
貼
に
閲
し
て
は
次
節
で
検
討
す
る
。

十
九
世
紀
末
期
、
華
人
一商
人
の
富
裕
化
を
背
景
に
設
展
し
た
東
華
菌
院
は
、

そ
の
力
を
牽
制
あ
る
い
は
利
用
し
よ
う
と
し
た
香
港
政
臨
お
よ

び
清
朝
官
憲
の
匪
力
下
に
あ
り
な
が
ら
も
、

こ
れ
ら
と
の
調
和
を
は
か
り
、
同
郷
関
係
に
も
と
づ
く
民
間
組
織
の
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
抜
大
す
る

こ
と
で
そ
の
影
響
力
を
強
化
さ
せ
て
い
司
た
の
で
あ
る
。



(2) 

二
十
世
紀
初
頭
に
お
け
る
救
災
活
動

十
九
世
紀
末
に
お
け
る
救
災
活
動
で
は
東
葦
笛
院
の
活
動
を
め
ぐ
っ
て
香
港
政
鹿
と
清
朝
政
府
あ
る
い
は
贋
東
善
堂
側
と
が
互
い
に
牽
制
し

合
っ
た
た
め
に
、
そ
こ
で
は
十
分
な
連
絡
に
も
と
づ
く
協
力
は
寅
現
で
き
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

二
十
世
紀
初
頭
で
は
次
の
よ
う
な
獲
化
が
現

わ
れ
た
。
ま
ず
一
つ
は
救
災
活
動
に
お
け
る
東
華
醤
院
と
贋
東
の
善
堂
と
の
闘
係
の
あ
り
方
で
あ
る
。

「
合
開
」
救
災
と
い
う
名
の
も
と
に
協

力
と
封
抗
を
含
ん
だ
関
係
が
形
成
さ
れ
た
の
で
あ
司
た
。
ま
た
、
香
港
政
鹿
と
の
関
係
で
は
政
聴
は
東
華
菌
院
の
救
災
活
動
を
公
式
に
承
認
し

た
上
で
、
東
華
醤
院
と
の
協
力
関
係
の
強
化
を
は
か
っ
て
い
っ
た
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

① 

一
九

O
六
年
香
港
風
災

一
九

O
六
年
〈
光
緒
三
十
二
年
)
九
月
十
八
日
、
香
港
は
大
型
蓋
風
に
襲
わ
れ
、

「
大
小
の
兵

・
一
商
各
船
、
漁
艇
な
ど
約
三
千
、
溺
舞
人
口
は

- 93ー

す
で
に
数
千
人
を
越
え
て
い
る
。

:
こ
れ
は
開
埠
六
十
年
来
か
つ
て
な
い
浩
劫
で
あ
る
。
:
:
蓮
花
山
・
虎
門
お
よ
び
大
興
山
な
ど
で
は
水

面
の
至
る
所
に
屍
骸
が
あ
る
。
:
:
:
」
と
い
わ
れ
る
被
災
朕
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
東
華
町
四
院
は
庚
済
醤
院
・
方
使
瞥
院
な
ど
に
小
艇
の
涯
遣

(

印

)

及
び
遺
韓
国
牧
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
各
船
戸
は
東
華
醤
院
に
登
録
の
上
、
被
災
程
度
に
雁
じ
て
救
済
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

香
港
政
鹿
は
急
逮
「
香
港
蓋
風
救
済
基
金
合
同
委
員
曾
」
(
の

g
R巳
の

O
B
E
=
2
0同
岳
四
吋
ヨ
ゲ

O
B
H
N刊
訂
丘
町

5
6
を
設
置
し
て
災

害
救
援
に
乗
り
出
し
た
。
九
月
二
十
二
日
に
は
「
小
委
員
舎
」

(ω
ロ
マ
の
0
5
3
2
m
p
委
員
長
日
華
民
政
務
司
フ
レ
ウ
ィ
ン
(
切
5
5ロ
)
、
秘
書
一
鴻

(

印

〉

華
川
)
が
設
け
ら
れ
、

さ
ら
に
そ
の
も
と
に
東
華
醤
院
を
本
部
に
し
た
、
華
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
「
特
別
調
査
委
員
舎
」

(
委
員
長
日
鴻
華

川
)
が
設
置
さ
れ
、

船
舶
の
被
災
吠
況
の
確
認
や
救
済
要
請
に
射
す
る
調
査
が
行
わ
れ
た
。

「
小
委
員
曾
」
に
求
め
ら
れ
た
緊
急
任
務
は
生
活

の
責
を
失
っ
た
寡
婦
や
孤
児
の
救
済
、

お
よ
び
遺
韓
の
牧
容

・
埋
葬
で
あ
っ
た
。
二
百
五
名
の
寡
婦

・
孤
児
が
救
済
さ
れ
、
多
く
は
出
身
村
へ

と、
4

歪
渇
さ
れ
た
。

ま
た
約
一
高
八
千
ド
ル
が
東
葉
監
院
に
よ
る
貧
窮
者
救
済
お
よ
び
遺
瞳
埋
葬
の
費
用
に
充
て
ら
れ
た
。
し
か
し
、
政
聴
に
よ

93 

っ
て
基
金
が
準
備
さ
れ
た
主
要
な
理
由
は
風
災
に
よ
る
香
港
の
貿
易
に
射
す
る
損
害
や
混
凱
を
最
小
限
に
止
め
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
事
賞
、
船
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を 舶
占 の
め修
て復
い(お
Tこ61よ
。)び

購
入

充
て
ら
れ
た
代
金
は

「
小
委
員
曾
」
に
よ
る
支
出
の
約
八
十
五
%
、
救
済
基
金
全
瞳
の
支
出
の
中
で
も
約
七
十
%

ま
た
、
救
済
基
金
牧
入
の
牢
分
以
上
は
東
華
瞥
院
が
香
港
総
督
ネ
イ
ザ
ン
(
冨
-
Z巳
宮
る
か
ら
賑
災
の
た
め
の
開
捕
の
誌
を
受
け
、
海
外

(

臼

)

華
人
お
よ
び
中
圏
各
都
市
の
善
堂
や
醤
院
に
呼
び
掛
け
て
集
め
ら
れ
た
摘
金
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
東
華
醤
院
に
よ
る
集
摘
は
光
緒
三
十
二

年
八
月
か
ら
十
二
月
ま
で
十
五
衣
に
わ
た
り
、
義
援
金
の
総
額
は
十
五
菌
ド
ル
を
超
え
た
。
掲
金
者
リ
ス
ト
か
ら
は
東
華
醤
院
と
閥
係
の
深
い

圏
瞳
や
個
人
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず、

贋
州
九
善
堂
(
愛
育
善
堂
・
爾
与
康
仁
善
堂
・
方
便
盤
院
・
庚
済
昭
商
院
・
崇
正
義
同
堂
・
悪
行
善
院
・

明
善
堂
・
述
善
普
堂

・
潤
身
善
社
)
の
う
ち
、
七
つ
の
善
堂
の
名
が
奉
が
っ
て
お
り
、
摘
金
額
も
そ
れ
ぞ
れ
が
一
千
ド
ル
以
上
と
大
口
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
慶
州
の
善
堂
は
日
常
的
に
東
華
醤
院
と
共
同
し
て
難
民
・
病
人
・
遺
幽
胞
の
故
郷
迭
還
に
輩
力
し
て
い
た
。
海
外
華
人
か
ら
の
摘
金
は
横

演
・
神
戸
・
マ
ニ
ラ
・
タ
イ
・

ペ
ナ
ン
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ
ワ
イ
・
ベ
ル
ー
な
ど
か
ら
迭
ら
れ

て
き
て
お
り
、
こ
こ
か
ら
も
嘗
時
の
贋
東
一商
人
の
一商
業
、ネッ

ト
ワ
ー
ク
の
地
域
的
庚
が
り
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
中
園
圏
内
の
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贋
東
人
の
同
郷
組
織
と
し
て
は
上
海
南
海
別
竪
お
よ
び
青
島
廉
東
公
所
が
摘
金
を
行
っ
て
い
た
。

今
回
の
救
済
活
動
に
お
け
る
香
港
華
人
の
活
躍
振
り
は
誰
の
目
に
も
明
ら
か
で
あ

っ
た
。

「
香
港
蓋
風
救
済
基
金
合
同
委
員
舎
」

(
四
十
九

名

「
小
委
員
曾
」
(
十
二
名
)

「
調
査
委
員
食
」
(
十
二
名
)
の
う
ち
、

そ
れ
ぞ
れ
三
十
四
名
、

八
名
、
十
二
名
が
香
港
華
人
で
あ
り
、
香
港

政
臨
も
「
蓋
風
救
済
基
金
委
員
曾
報
告
書
」
の
中
で
委
員
舎
に
お
け
る
華
人
メ
ン
バ
ー
の
活
躍
を
高
く
評
債
し
て
い
た
。
劉
鋳
伯
・
郵
志
田
珂

・

(

日

)

章
玉
・
何
啓
な
ど
は
す
べ
て
の
委
員
舎
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。

し
か
し
、
救
災
活
動
に
お
け
る
東
華
醤
院
の
貢
献
は
集
掲
の
み
で
は
な
か

っ
た
。
そ
こ
で
は
東
華
警
院
が
有
す
る
一商
業
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お

け
る
人
的
資
源
が
動
員
さ
れ
た
。
東
華
醤
院
は
被
災
船
舶
に
劃
す
る
救
済
に
あ
た
り
、
各
船
戸
が
普
安
公
司
か
ら
購
入
し
て
い
た
保
険
内
容
に

(

臼

)

示
さ
れ
た
各
船
舶
の
評
債
額
を
参
考
に
し
て
固
滑
に
救
済
金
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
普
安
公
司
は
東
華
菌
院
に
度

々
一
総
理
を
迭
り
出
し
て
お
り
、
香
港
の
華
一
商
界
で
は
有
数
の
燕
硫
行

G
E
E
Eロ
2
8
5宮
口
巴
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。



こ
の
よ
う
に
、
政
鹿
と
の
共
同
救
災
活
動
が
進
行
す
る
中
、
清
朝
官
憲
と
の
接
燭
も
績
い
て
い
た
。
光
緒
三
十
二
年
十
一
月
江
南
地
方
で
水

災
が
護
生
し
救
援
要
請
が
盛
宣
懐
か
ら
な
さ
れ
た
。
東
華
醤
院
は
生
昌
裕
競
を
逼
じ
て
銀
千
五
百
雨
を
上
海
贋
肇
公
所
へ
迭
り
、
そ
こ
か
ら
上

(

筋

)

海
贋
仁
堂
に
渡
す
よ
う
に
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

② 

一
九

O
七
年
贋
東
卒
耀

東
莞
牒
で
は
捨
米
事
件
が
頻
援
し
た
。

は
東
華
町
商
院
と
連
合
し
て
卒
擢
組
公
所
(
愛
育
普
堂
内
に
設
置
)
を
開
関
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

光
緒
三
十
三
年
(
一
九
O
七
)
二
月
、

贋
東
省
で
米
債
が
騰
貴
し
、

省
城
九
大
善
堂
お
よ
び
組
一
商
曾

そ
し
て
、
東
華
醤
院
に
開
摘
要
請
の
書
簡
を

選
付
し
、
同
月
九
日
お
よ
び
十
一
日
に
は
、
贋
州
各
善
堂
の
代
表
者
が
東
華
墜
院
を
訪
れ
、
善
後
策
を
協
議
す
る
に
至
っ
た
。
訪
問
し
た
の
は

明
子
遠
(
述
善
善
堂
)
、
陳
恵
並
日
(
方
便
醤
院
)
、

熊
瞳
廷
(
崇
正
善
堂
・
庚
済
密
院
・
明
義
ロ
堂
)
、

凶
悪
、
陳
香
郊
(
恵
行
警
院
)
、

(
吋
∞
)

た

林
焼
塚
・
徐
、
謝
裳
(
康
仁
善
堂
)
、

郭
仙
洲
(
愛
育

直
輔
震
(
潤
身
杜
〉
の
八
名
で
あ
る
。
東
華
醤
院
側
は
十
一
日
に
董
事
局
舎
議
を
聞
き
以
下
の
四
項
目
を
決
議
し
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ω年
来
の
不
況
に
加
え
、
昨
年
は
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
お
よ
び
香
港
の
蓋
風
災
害
の
た
め
の
勘
摘
が
頻
繁
で
、
今
年
も
痘
局
建
造
の
た

め
に
各
行
の
揖
助
を
要
す
る
た
め
に
、
省
城
で
の
卒
躍
に
劃
し
て
本
港
で
の
開
摘
は
不
可
能
で
あ
る
。
さ
し
あ
た
り
、
光
緒
三
十
年
の
三

堂
(
東
撃
墜
院
、
廉
済
密
院
、
崇
正
善
堂
〉
合
掛
卒
耀
の
際
の
残
金
(
約
六
世
間
一
千
七
百
七
十
八
ド
ル
)
お
よ
び
利
息
を
こ
れ
に
充
て
る
べ
き
で

あ
る
。

ω東
牽
醤
院
と
省
城
の
各
行
一
商
・
善
堂
が
外
埠
に
打
電
し
て
、
後
に
迭
金
さ
れ
て
き
た
揖
款
は
、
東
華
醤
院
が
三
分
の
一
を
、
省
各
行
一
商
・

善
堂
が
三
分
の
こ
を
確
保
す
る
。
香
港
に
お
い
て
米
債
が
高
騰
せ
ず
、
卒
躍
を
開
出
関
す
る
必
要
が
な
い
場
合
、
本
院
は
こ
の
三
分
の
一
を

賑
済
項
目
に
繰
り
込
み
、
勝
・
来
の
各
埠
お
よ
び
内
地
で
の
賑
済
用
に
備
え
、
本
院
は
一
文
も
用
い
な
い
。

川w省
城
の
各
善
堂
が
行
う
卒
躍
の
方
法
に
東
華
醤
院
は
一
切
開
輿
し
な
い
し
、
も
し
得
失
が
生
じ
て
も
こ
れ
に
関
わ
ら
な
い
。

川
刊
省
城
の
各
善
堂
は
米
穀
採
購
要
員
二
名
を
涯
遣
す
る
。
通
信
や
通
貨
な
ど
で
不
明
な
黙
が
あ
れ
ば
、
東
華
醤
院
は
協
力
を
惜
し
ま
な
い
。
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光
緒
三
十
年
の
卒
躍
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
「
三
堂
合
掛
L

で
あ
っ
た
こ
と
、
さ
ら
に
そ
の
残
金
が
「
省
城
の
崇
正
善
堂
、
贋

済
敵
国
院
に
分
貯
」
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
貧
は
注
目
に
値
す
る
。
そ
し
て
、
今
回
の
卒
揮
に
お
け
る
東
華
醤
院
の
方
針
か
ら
窺
う
に
、
名
目
上

は
「
三
堂
合
開
」
で
あ
る
が
、
貫
際
の
運
営
責
任
は
個
別
負
捻
が
原
別
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
今
回
の
開
摘
は
省
城
の
卒
曜
が

主
目
的
で
あ
る
が
、
「
三
堂
合
開
」
で
あ
る
以
上
、
東
葦
醤
院
は
光
緒
三
十
年
の
卒
耀
残
金
お
よ
び
外
埠
か
ら
の
掲
金
の
三
分
の
一
に
劃
す
る

(
m
w
〉

請
求
権
を
有
し
、
さ
ら
に
コ
ニ
堂
」
に
よ
る
卒
揮
で
あ
る
こ
と
の
掲
示
、
新
聞
蹟
告
に
よ
る
撃
明
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し

(
儲
)

て
、
同
十
一
日
に
東
葦
醤
院
は
香
港
の
各
米
行
に
射
し
て
至
急
米
穀
を
康
東
へ
搬
出
す
る
よ
う
依
頼
し
て
い
る
。

出
禁
止
、

そ
し
て
、
東
華
醤
院
は
海
外
華
人
に
劃
し
て
勧
摘
を
行

っ
た
。
そ
の
中
で
は
米
債
高
騰
の
原
因
と
し
て
蕪
湖
・
鎮
江
・
庚
西
か
ら
の
米
穀
職

「
三
堂
合
開
L

に
よ
る
卒
躍
を
準
備
し
て
い
る
こ
と
が
俸
え
ら
れ
、
最

タ
イ
で
の
米
穀
不
作
お
よ
び
東
莞
で
の
捨
米
が
翠
げ
ら
れ
、

後
は
「
列
位
善
長
諸
君
が
贋
く
飲
助
を
帰
し
て
梓
里
に
恵
を
及
ぼ
し
、
大
局
を
保
全
せ
し
め
ん
こ
と
を
務
め
て
懇
う
。
容
垣
幸
甚
た
り
、
中
園

(
回
)

幸
甚
た
り
。
」
と
い
う
結
び
で
摘
金
が
要
請
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
華
人
迭
金
を
扱
う
海
外
の
銀
放
に
劃
し
て
は
、
香
港
で
米
穀
採
買
を
行
う
た

め
、
指
款
を
庚
東
省
に
韓
、
品
恋
す
る
必
要
は
な
く
、
東
華
醤
院
に
直
接
送
金
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
香
港
の
ど
の
銀
誠
に
迭
金
し
た
か
を
知
ら
せ
る

(

初

)

ょ
う
通
知
が
な
さ
れ
た
。
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(

礼

)

今
回
の
勧
摘
に
劃
し
て
は
衣
の
都
市
か
ら
掲
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

天
津

・
漢
口
・
上
海
・
鎖
江

・
一
隅
州

・
贋
州

・
横
演

・
紳
戸
・
長
崎
・
安
南

・
シ
=
ロ
ン
・

バ
ン
コ
ク
・
ハ
イ
フ
ォ
ン

・
サ
イ
ゴ
ン

・
ラ
ン

グ

l
ン
・
ク
ア
ラ
ル
ン
プ

l
ル
・
ハ
ノ
イ
・
シ
ド

ニ
ー

・
ヴ
ァ
ン
ク

l
パ

l

・
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
フ
ィ
ラ

J

ア
ル
フ
ィ
ア
・

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
パ
ナ
マ

・
ベ
ル

l

海
外
華
人
か
ら
の
摘
款
総
額
は
約
九
菌
九
千
ド
ル
(
通
信
費
な
ど
除
く
)
に
上
り
、

そ
の
三
分
の
こ
に
あ
た
る
約
六
寓
六
千
ド
ル
が
卒
躍
総
公

所
の
取
り
分
と
さ
れ
た
。
東
華
醤
院
は
卒
耀
総
公
所
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
そ
の
代
金
は
直
接
、
香
港
の
公
源
抗
に
渡
さ
れ
、
劉
小
煉
・
庇

嘉
郎
の
責
任
の
も
と
安
南
へ
の
購
米
お
よ
び
稔
遺
業
務
が
委
託
さ
れ
た
。
公
源
放
は
元
護
行
と
並
ぶ
米
穀
貿
易
商
披
で
あ
り
、
幾
度
も
東
華
醤



院
の
総
理
を
迭
り
出
し
て
い
る
(
一
八
八
八

一
八
九
九
、

九

一
九
一
八
、

一
九
二
三
〉
。

ち
な
み
に
、

劉
小
熔
は
一
八
九
九
年
の
東
華
醤

院
総
理
で
あ
り
、
庇
嘉
却
は
一
九

O
O年
の
東
華
醤
院
主
席
綿
理
で
あ
る
。

卒
耀
全
瞳
に
関
わ
る
資
金
は
光
緒
三
十
年
の
卒
耀
残
金
お
よ
び
各
善
堂
か
ら
の
立
替
金
な
ど
の
約
十
高
ド
ル
、

お
よ
び
慶
州
の
各
銀
披
か
ら

の
借
入
金
十
高
ド
ル
に
加
え
、
雨
贋
総
督
な
ど
中
園
官
憲
か
ら
の
揖
款
入
高
ド
ル
、
総
計
約
二
十
八
高
ド
ル
が
準
備
さ
れ
た
。
省
内
に
四
ケ
所

の
卒
耀
廠
が
分
設
さ
れ
、
康
済
醤
院
の
海
傍
に
全
省
四
郷
卒
耀
轄
運
局
が
設
立
さ
れ
各
府
豚
四
郷
に
劃
す
る
救
済
に
嘗
た
っ
た
。
卒
揮
は
三
月

開
樹
、
五
月
停
止
の
致
定
で
あ
ア
た
が
、
早
稲
の
牧
穫
不
振
、
欽
州

・
廉
州
の
匠
賊
の
活
濯
化
に
よ
っ
て
再
び
米
債
が
騰
貴
し
た
た
め
、
動
摘

が
繕
績
さ
れ
、
九
月
五
日
に
よ
う
や
く
卒
躍
は
停
止
さ
れ
た
。
最
終
的
に
集
め
ら
れ
た
損
款
綿
額
は
計
三
十
八
高
ド
ル
徐
り
に
遣
し
、
諸
経
費

を
差
し
引
い
た
残
金
は
五
高
ド
ル
徐
り
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
慶
州
の
銀
競
へ
預
け
ら
れ
、
慶
東
省
に
お
け
る
今
後
の
卒
耀
資
金
と
す
る
こ
と
と

さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
贋
東
省
に
お
け
る
卒
鰹
用
米
穀
は
主
に
蕪
湖
か
ら
の
移
入
に
頼
っ
て
き
た
が
、
今
回
蕪
湖
米
が
不
作
で
あ
っ
た
た
め
安
南
で
の
買
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附
け
を
徐
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
香
港
の
貿
易
商
慌
で
あ
る
公
源
放
の
協
力
が
あ

っ
て
貫
現
し
た
の
で
あ
っ
た
。
掲
款

線
額
に
占
め
る
東
牽
醤
院
に
よ
る
海
外
華
人
か
ら
の
摘
款
の
割
合
は
決
し
て
大
き
く
は
な
い
が
、
香
港
に
迭
金
さ
れ
た
摘
款
を
省
内
へ
轄
迭
せ

ず
、
香
港
商
競
に
よ
る
安
南
へ
の
米
穀
買
附
け
へ
と
直
接
振
り
向
け
る
こ
と
で
迅
速
な
採
買
が
可
能
と
な
っ
た
貼
に
香
港
の
華
人
ネ
ッ
ト
ワ

l

ク
の
機
能
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
東
華
瞥
院
は
海
外
華
人
へ
の
動
指
の
役
割
は
も
ち
ろ
ん
、
香
港
の
華
人
一商
披
が
有
す
る
貿
易
ネ
ッ
ト

(

花

〉

ワ
l
ク
を
利
用
す
る
形
で
米
の
採
買
に
大
き
く
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

翌
光
緒
三
十
四
年
(
一
九

O
八
)
春
、
再
び
米
債
が
高
騰
し
た
た
め
、

省
城
九
大
善
堂
お
よ
び
総
商
一
舎
に
よ
っ
て
前
年
同
様
、

卒
耀
公
所
が

組
織
さ
れ
、
東
華
醤
院
に
も
協
力
要
請
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
東
華
醤
院
は
贋
東
善
堂
側
の
卒
耀
後
の
慮
理
に
不
満
を
抱
い
て
い
た
た
め
、

す
ぐ
に
は
要
請
に
鷹
じ
な
か
司
た
。
す
な
わ
ち
、
方
便
審
院
か
ら
東
華
醤
院
へ
送
付
さ
れ
た
昨
年
の
卒
躍
徴
信
録
に
記
録
さ
れ
て
い
る
「
一
一
一
堂

97 

品
開
款
」
牧
入
の
項
目
に
は
贋
済
置
院
と
崇
正
善
堂
の
名
が
あ
る
の
み
で
東
筆
啓
院
の
名
が
抹
消
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
華
醤
院
は
名
審
に
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関
わ
る
問
題
と
し
て
抗
議
の
書
簡
を
迭
付
し
た
。
そ
し
て
内
容
の
修
正
を
確
認
し
た
の
ち
卒
躍
合
掛
に
同
意
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
東

(

勾

)

牽
醤
院
は
海
外
華
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
摘
金
を
卒
耀
公
所

ヘ
と
迭
金
し
、
三
月
か
ら
蕪
湖
米
が
庚
東
へ
と
運
搬
さ
れ
始
め
た
。

③ 

一
九

O
八
年
贋
東
水
災

卒
躍
が
行
わ
れ
て
い
る
さ
な
か
の
一
九

O
八
年
六
月
、
贋
州
・
肇
慶
で
は
長
雨
に
よ
る
洪
水
の
た
め
西
北
雨
江
が
暴
濠
し
、
少
な
く
と
も
百

(

九

)

三
十
七
箇
所
以
上
の
堤
防
が
決
壊
し
、
飢
民
は
百
商
人
を
超
え
る
と
見
ら
れ
た
。
北
江
に
接
す
る
六
豚
(
三
水
・
四
曾
・
清
遠
・
英
徳

・
由
江
・
仁

化
)
を
視
察
し
た

ミ
ッ
シ

ョ
ン
系
調
査
圏
の
報
告
は
、
堤
防
の
決
壊、

作
物
の
流
失
、
砂
土
の
耕
地
へ
の
流
入
、
家
屋
の
破
壊
な
ど
の
被
害
を

(

符

)

奉
げ
、
緊
急
の
食
糧
援
助
を
訴
え
て
い
た
。
洪
水
に
よ
る
死
亡
者
数
は
多
く
は
な
か
っ
た
が
、
食
糧
・
水
牛
・
家
屋
や
土
地
な
ど
生
活
手
段
を

失
っ
た
人
々
の
流
民
化
、
社
曾
秩
序
の
混
凱
が
最
も
危
倶
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

六
月
三
十
日
、
被
災
地
域
で
は
不
遣
の
徒
に
よ
っ
て
多
く
の
婦
女
や
児
童
が
海
外
へ
と
略
賀
さ
れ
る
事
態
が
生
じ
た
た
め
、
救
災
公
所
は
東

- 98ー

華
醤
院
お
よ
び
香
港
保
良
局
に
射
し
て
、
香
港
で
の
出
園
船
舶
の
巌
重
取
締
お
よ
び
被
害
者
の
保
護
を
要
請
し
た
。
そ
し
て
東
華
醤
院
が
華
民

(

刊

山

)

政
務
司
に
通
知
し
た
こ
と
で
香
港
政
鹿
も
救
災
活
動
に
乗
り
出
し
た
。

香
港
綿
督
ル
ガ
l
ド
(
肘
-
F
口
問
阻
止
〉
は
義
援
金
と
し
て
三
高
ド
ル
の
接
出
を
提
議
し
、
立
法
局
の
決
議
を
鰹
た
の
ち
、
贋
東
の
英

(

作

)

園
領
事
か
ら
贋
州
の
善
堂
へ
と
迭
金
さ
れ
た
。
し
か
し
、
さ
ら
な
る
援
助
は
東
華
醤
院
の
勤
摘
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。
省
城
各
善
堂
か
ら
再
び

六
月
、

「合
開
簿
賑
」
を
要
請
さ
れ
た
東
華
醤
院
は
董
事
局
舎
議
で
こ
れ
を
承
認
し
て
、
華
民
政
務
司
へ
通
知
し
た
上
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
お
よ
び
一
寓
ド

(
刊
叩
)

ル
を
省
城
の
善
堂
へ
、
途
っ
た
。
ま
た
、
省
城
各
善
堂
の
代
表
は
卒
耀
公
所
に
集
ま
り
、
贋
仁
善
堂
に
救
災
公
所
を
設
立
し
て
賑
慣
に
嘗
た
る
こ

(

乃

〉

と
が
決
定
さ
れ
た
。

七
月
の
時
期
で
香
港
お
よ
び
海
外
華
人
か
ら
東
華
醤
院
に
寄
せ
ら
れ
た
摘
款
は
合
計
十

一
高
二
千
ド
ル
に
達
し
、
う
ち
四
寓
ド
ル
は
省
城
へ

迭
金
さ
れ
た
が
、
残
り
の
七
高
二
千
ド
ル
の
迭
金
に
閲
し
て
は
卒
鰹
徴
信
録
の
改
鼠
問
題
も
あ
り
、
香
港
華
人
エ
リ
ー
ト
の
一
部
か
ら
異
論
が

そ
こ
で
主
立
っ
た
華
人

エ
リ
ー
ト
が
東
華
醤
院
に
集
ま
り
協
議
が
な
さ
れ
た
。
戊
申
年
主
席
総
理
の
諌
鶴
放
を
は
じ
め
、
華
民
政

出
さ
れ
た
。
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救災公所の枚支朕況 (7月現在〉

牧入 支 出

香港東撃墜院掲款 73，850ドノレ 賑 米 102，200絵ドノレ

襖門鏡湖醤院掲款 9，300ドノレ 雑費・石炭・船賃・餅干等 16，700徐ドノレ

本所牧入掲款 178，300ドノレ 言十 118，900自主トツレ

計 267，850ドノレ 残 金 148，000徐ドノレ

表 4

務
司
ア

l
ヴ
ィ
ン
グ
(
円
〉

-
H
2
5
m
)
・
何
啓
・
奪
玉
・
劉
鋳
伯
・
古
輝
山
・
何
様
生
・
周
少
岐
・
部
志
昂
な
ど
が

舎
議
に
出
席
し
た
。

何
様
生
や
陳
廃
虞
は
迭
金
の
必
要
性
を
否
定
し
、
救
災
公
所
に
よ
る
摘
款
の
誤
用
を
恐
れ
る
街
坊
の
要
求
通
り
、

東
肇
醤
院
が
自
ら
船
舶
を
雇
っ
て
被
災
地
へ
赴
い
た
上
で
賑
済
に
嘗
た
る
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
彼
ら
は
海
外
華
人

が
鴎
躍
し
て
掲
款
す
る
の
は
東
華
麗
院
を
傘
重
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
考
え
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
陳
洛
川

や
伍
漢
援
は
、
す
で
に
董
事
局
舎
議
で
省
城
各
善
堂
と
の
「
合
蹄
」
は
合
意
さ
れ
て
い
る
と
し
て
反
論
し
た
。
終
始

舎
議
を
リ
ー
ド
し
た
劉
鐸
伯
は
後
者
の
主
張
を
補
足
す
る
形
で
、
海
外
華
人
へ
の
勧
摘
要
請
が
贋
東
側
と
の
連
名
で

な
さ
れ
た
こ
と
、

ま
た
東
華
醤
院
董
事
の
多
忙
な
ど
の
理
由
を
奉
げ
、
省
城
へ
人
を
涯
遣
し
て
救
災
公
所
の
活
動
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る
方
法
が
適
嘗
だ
と
主
張
し
、
大
方
の
同
意
を
得
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
任
組
理
を
含
む
三
十

二
名
が
五
つ
の
組
に
分
か
れ
、
交
代
で
省
救
災
公
所
へ
赴
き
、
質
情
を
調
査
し
た
上
で
、
華
民
政
務
司
へ
通
告
し
、

は
じ
め
て
残
り
の
摘
款
を
送
金
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
劉
鋳
伯
は
さ
ら
に
迭
金
手
段
な
ど
に
闘
し
て
一
切
三
十
二
名

(

加

〉

に
委
任
す
る
こ
と
、
今
後
は
曾
議
開
催
の
必
要
な
き
こ
と
を
述
べ
て
曾
議
は
お
わ
っ
た
。

- 99ー

今
回
、
東
華
醤
院
か
ら
救
災
公
所
に
迭
ら
れ
た
掴
款
は
ど
れ
ほ
ど
の
比
重
を
占
め
た
で
あ
ろ
う
か
。
救
災
公
所
に

(

但

)

涯
遣
さ
れ
た
第
二
組
の
董
事
が
救
災
公
所
の
牧
支
朕
況
を
調
査
し
て
い
る
(
表
4
〉。

東
華
醤
院
お
よ
び
鏡
湖
醤
院
か
ら
の
謂
款
の
合
計
は
総
枚
入
の
約
牢
分
を
占
め
て
お
り
、
海
外
華
人
の
豊
富
な
資

金
源
を
背
景
と
し
た
東
筆
醤
院
・
鏡
湖
醤
院
の
重
要
性
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
、
先
の
例
に
も
見
た
よ
う
に
、
東
華

醤
院
は
無
篠
件
に
贋
東
側
善
堂
の
掲
款
要
請
に
雁
じ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
七
月
末
、
再
び
蓋
風
が
香
港

・
贋
東

を
襲
撃
し
た
際
、
救
災
公
所
側
は
西
北
南
江
の
水
災
問
題
に
加
え
て
、
風
災
救
済
問
題
を
も
提
議
し
よ
う
と
し
た
。

こ
れ
に
射
し
て
こ
の
曾
議
に
参
加
し
て
い
た
東
華
盤
院
涯
遣
に
よ
る
第
三
組
の
葦
事
た
ち
は
、
今
回
の
掲
款
は
専
ら
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水
災
簿
賑
の
た
め
で
あ
り
、
風
災
救
済
に
充
て
る
こ
と
は
宗
旨
に
反
す
る
上
、
海
外
華
人
か
ら
の
摘
款
も
水
災
救
済
用
の
も
の
で
あ
る
と
し
て

反
論
し
た
の
で
あ
「
た
。
さ
ら
に
、
こ

の
度
の
風
災
で
は
香
港
も
康
東
同
様
に
被
筈
を
受
け
て
お
り
、
省
城
の
賑
佃
は
省
城
で
掛
理
す
べ
き
で

(

回

)

あ
り
、
香
港
は
香
港
で
僻
理
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
東
華
審
院
の
董
事
は
摘
款
の
使
途
を
限
定
す
る
こ
と
で
贋
東
側
に
封
す

る
自
主
性
を
確
立
し
よ
う
と
し
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。
最
終
的
に
東
華
留
院
は
香
港
で
九
商
一
千
五
百
二
十
八
ド
ル
を
、

(
間
山
〉

三
十
七
高
一
千
六
十
九
ド
ル
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
海
外
華
人
よ
り

香
港
で
の
蓋
風
の
被
害
は
家
屋
倒
壊
の
他
に
河
川
を
運
航
す
る
輪
船
が
沈
渡
し
て
四
百
二
十
四
人
が
死
亡
す
る
な
ど
、
政
臨
財
産
の
損
害
の

み
で
十
菌
ド
ル
と
推
計
さ
れ
た
。
香
港
政
聴
は
風
災
救
援
の
た
め
に
再
び
東
牽
醤
院
を
本
部
と
し
た
「
蓋
風
救
済
委
員
曾
」
を
設
置
し
た
。
委

員
舎
は
東
華
醤
院
の
現
任
組
理
に
何
感
・
章
玉
・
宜
的
華
川
・

劉
錯
伯
と
い
っ
た
華
人
エ
リ
ー
ト
を
加
え
た
メ
ン
バ
ー
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
第
二

田
舎
識
で
は
次
の
よ
う
な
方
針
が
決
定
さ
れ
た
。
①
保
険
金
に
よ
る
補
償
が
期
待
で
き
る
大
型
ジ
ヤ
ン
ク
や
漁
船
に
は
救
済
金
は
支
給
し
な

-100ー

ぃ
。
こ
れ
は
一
九

O
六
年
の
風
災
救
援
の
方
法
と
同
様
で
あ
る
。
援
助
を
要
す
る
被
災
船
舶
、

と
く
に
寡
婦
や
孤
児
に
劃
し
て
補
助
金
を
給
付

す
る
。
②
「
小
委
員
舎
」
を
設
置
し
て
、
被
災
調
査
に
嘗
た
ら
せ
る
。
③
華
人
を
救
助
し
た
英
園
軍
艦
の
船
員
に
劃
す
る
感
謝
朕
を
政
聴
か
ら

(
山
師
)

該
首
部
門

へ
轄
迭
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。
今
回
の
風
災
に
お
い
て
香
港
華
人
エ
リ
ー
ト
は
救
済
封
象
と
し
て
の
贋
東
と
香
港
を
秤
に
か
け

た
上
で
香
港
の
利
害
を
優
先
さ
せ
た
と
見
ら
れ
る
。

ま
た

(

出

山

)

今
回
の
水
災
救
済
で
は
香
港
で
初
め
て
華
人
に
よ
る
チ

ャ
リ
テ
ィ

l
バ
ザ

l

(
「寅
物
助
賑
水
災
曾
」
〉

が
開
催
さ
れ
た
。
水
災
難
民
の

賑
済
を
唯
一
の
宗
旨
と
し
て
、
本
部
は
華
一
商
公
局
に
置
か
れ
た
。
同
舎
の
主
席
に
は
鴻
華
川
お
よ
び
何
様
生
が
就
任
し
、
値
理
に
は
章
玉

・
周

少
岐
・
劉
鋳
伯

・
招
童
三

・
潜
寅
存
・
古
輝
山
ら
東
華
菌
院
の
董
事
を
勤
め
た
華
人
エ
リ
ー
ト
の
名
が
翠
げ
ら
れ
て
い

る。

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
曾

(

叫

山

)

場
は
華
人
一
商
就
が
密
集
し
て
い
た
西
営
盤
に
設
け
ら
れ
、
合
期
は
七
月
十
日
か
ら
十
六
日
ま
で
で
入
場
券
は
五
十
セ
ン

ト
で
あ
っ
た
。
最
終
的

(

町

山

)

に
こ
の
バ
ザ

ー
に
よ

っ
て
八
高
一
千
六
百
九
十
ド

ル
の
牧
盆
が
得
ら
れ
た
。
開
曾
初
日
に
は
総
督
ル
ガ

ー
ド
や
華
民
政
務
司
ア

l
ヴ
ィ
ン
グ
を

(
∞
∞
)
 

は
じ
め
米
領
事
や
濁
領
事
な
ど
も
参
列
し
、
華
人
に
よ
る
善
奉
を
稽
質
し
た
。



二
十
世
紀
初
頭
、
東
華
箇
院
と
救
災
公
所
、
す
な
わ
ち
贋
東
各
善
堂
と
の
救
済
活
動
に
お
け
る
闘
係
は
「
合
掛
」
と
は
言
い
な
が
ら
も
、
賓

際
は
東
華
醤
院
が
様
々
な
篠
件
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
慈
善
活
動
の
自
主
性
を
強
調
し
て
い
た
。
そ
れ
は
香
港
華
人

エ
リ
ー
ト
自
ら
の
鰹

済
力
に
加
え
て
、
豊
富
な
資
金
を
有
す
る
海
外
の
康
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
後
盾
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

一
方
、
東
華
醤
院
は
香
港
政
聴
に
認
可
さ
れ
た
華
人
醤
院
と
し
て
の
側
面
が
あ
っ
た
。

一
九

O
八
年
、
水
災
救
賑
が
行
わ
れ
る
中
、
慶
州
方

便
曹
院
は
経
費
不
足
を
理
由
に
勤
摘
を
行
う
べ
く
、

中
西
メ~
口

跡
之
故
しー

と

う
理
由
か
ら

れ
を
垣
否
し
たそ
のの
で喜
あ拾
っ(簿
た89で
。〉の

名
義
借
用
を
東
華
醤
院

要
求
し
た

し
か
し
東
華
醤
院
は
「
本
院
係

「
中
西
合
掛
」
と
い
う
表
現
は
相
次
ぐ
贋
東
の
善
堂
か
ら
の
勘
摘
要
請

を
断
る
た
め
の
口
買
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
事
賓
の
一
面
を
示
し
て
お
り
、
自
ら
を
「
香
港
」
の
慈
善
組
織
と
し
て
贋

東
側
善
堂
と
差
別
化
し
よ
う
と
す
る
意
園
を
讃
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

そ
の
内
質
は
全
く
異
な
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
香
港
と
い
う
場
に
規
定
さ
れ
た
東
華
醤
院
の
歴
史
的
性
格
を
象
徴
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
東
華
醤
院

こ
の
よ
う
に
東
華
麗
院
は
贋
東
省
城
の
善
堂
お
よ
び
香
港
政
鹿
と
の
聞
に
二
つ
の
「
合
掛
」
関
係
を
有
し
た
が
、
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と
贋
東
各
善
堂
と
の
閥
係
は
法
律
は
も
と
よ
り
契
約
等
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
同
郷
開
係
と
い
う
制
度
化
さ
れ
な
い
中
園
民

聞
社
舎
の

シ
ス
テ
ム

に
依
接
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
従
っ

て、

そ
こ
に
お
け
る
「
合
開
」
の
有
り
様
は
歴
史
的
に
襲
化
す
る
相
互
関
係
を
反
映

し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
二
十
世
紀
初
頭
の
災
害
救
済
活
動
の
ケ
l
ス
で
は
東
華
醤
院
の
自
主
性
確
立
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
贋
東
華
人
ネ

ッ

ト
ワ

l
ク
に
お
け
る
香
港
の
地
政
事
的
重
要
性
が
示
さ
れ
て
い
た
と
い
え
る
。

「
中
西
合
掛
」
と
い
う
場
合
、
東
華
醤
院
は
植
民
地
香
港
に
お
け
る
制
度
化
さ
れ
た
存
在
で
あ
っ
た
。
特
に
十
九
世
紀
末
期
以
降
、
政
鹿
に

よ
る
華
人
エ
リ
ー
ト
の
瞳
制
内
へ
の
取
り
込
み
が
進
行
し
た
。

し
か
し
、
東
牽
醤
院
の
贋
東
人
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
に
支
え
ら
れ
た
祉
曾
活
動
は
そ

う
し
た
制
度
の
枠
を
越
え
て
機
能
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
香
港
政
鹿
も
こ
う
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
存
在
と
そ
の
利
用
債
値
を
認
識
す
る
こ
と

で
、
東
華
醤
院
と
の
協
力
に
積
極
的
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
事
は
、
政
醸
の
東
華
醤
院
に
劃
す
る
補
助
金
の
増
額
に
も
示
さ
れ
て
い

101 
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一
九

O
四
年
に
東
華
醤
院
が
赤
字
決
算
と
な
っ
て
以
来
、
政
聴
か
ら
は
毎
年
六
千
ド
ル
が
援
助
さ
れ
て
い
た
。

一
九

O
七
年
六
月
、
東
華
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置
院
董
事
局
は
一
九

O
五
年
お
よ
び
一
九

O
六
年
に
政
醸
の
た
め
に
行
っ
た
遺
鐙
の
改
葬

・
埋
葬

・
運
棺
、
さ
ら
に
難
民
の
故
郷
へ
の
迭
還
な

ど
の
経
費
が
大
幅
に
増
加
し
、
諸
物
債
の
騰
貴
と
相
侯
っ
て
、
大
き
な
負
捨
と
な
っ
て
い
る
事
態
を
説
明
し
、
補
助
金
を
一
高
ド
ル
に
引
き
上

げ
る
こ
と
を
要
請
し
た
。
こ
れ
に
劃
し
て
、
総
督
ル
ガ

l
ド
は
東
華
醤
院
の
経
済
獄
況
お
よ
び
政
聴
に
類
す
る
支
援
を
鑑
み
た
上
で
二
千
ド
ル

(

卯

)

の
追
加
、
す
な
わ
ち
八
千
ド
ル
の
補
助
金
支
給
を
承
認
し
た
の
で
あ
っ
た
。
移
民
都
市
香
港
の
祉
舎
秩
序
は
そ
の
後
背
地
で
あ
る
贋
東
省
お
よ

び
海
外
と
の
関
係
に
お
い
て
維
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
意
味
で
香
港
政
醸
の
東
華
菌
院
に
劃
す
る
経
済
援
助
は
必
要
不
可
依

で
あ
っ
た
。

四

結

本
稿
で
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
要
約
し
て
お
く
。
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ω組
織
に
闘
し
て
、
東
華
醤
院
は
同
業
ギ
ル
ド
の
連
合
に
も
と
づ
く
康
東
人
に
よ
る
同
郷
曾
館
で
あ
っ
た
。
そ
の
活
動
の
財
源
は
基
本
的
に
ギ

ル
ド
や
海
外
華
人
か
ら
の
摘
金
に
依
接
し
て
い
た
が
、
ム
次
第
に
不
動
産
政
入
の
比
率
を
高
め
て
財
政
基
盤
を
強
化
し
て
い
っ
た
。
ま
た
、
特

定
の
救
済
事
業
の
た
め
に
海
外
華
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
損
金
に
開
し
て
は
東
華
醤
院
の
一
般
舎
計
と
は
別
枠
の
特
別
舎
計
に
一
時
的
に
保
管

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
直
ち
に
支
出
さ
れ
る
場
合
が
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
負
債
項
目
と
し
て
東
華
醤
院
に
プ
ー
ル
さ
れ
る
こ
と
も
あ

っ
た
。

ω醤
療
以
外
の
様
々
な
枇
舎
的
活
動
の
充
質
。
東
華
盤
院
の
祉
舎
活
動
は

ロ
ー
カ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
香
港
の
み
な
ら
ず
、

む
し
ろ
庚

東
お
よ
び
海
外
華
入
社
曾
を
封
象
と
す
る
慈
善
活
動
が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
。

イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
な
形
で
結
ば
れ
た
贋
東
人
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
日
本
・
東
南
ア
ジ
ア

・
南
北
ア
メ
リ
カ
の
各
都
市
に
及
び
、
東
華
醤
院
は
そ
の
連
接
部
に
位
置
し
て
い
た
。

同
香
港
政
腐
は
東
華
醤
院
の
成
立
後
し
ば
ら
く
、
そ
の
勢
力
伸
張
を
恐
れ
た
が
、
後
に
は
清
朝
政
府
と
の
関
係
を
牽
制
し
つ
つ
、
香
港
華
人
エ

リ
ー
ト
層
の
睦
制
内
へ
の
取
り
込
み
を
は
か
る
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
二
十
世
紀
に
入
る
と
救
災
活
動
で
の
正
式
な
連
携
が
買
現
す
る
。



ω二
十
世
紀
初
頭
、
東
華
醤
院
と
慶
東
の
善
堂
側
と
の
聞
で
「
合
掛
」
救
災
が
寅
現
し
た
が
、
そ
の
協
力
と
封
抗
閥
係
の
遁
程
で
東
華
醤
院
は

自
主
性
を
確
立
し
て
い
っ
た
。

香
港
華
入
社
舎
の
歴
史
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、
中
園
(
と
く
に
庚
東
)
・
香
港
政
鹿
・
海
外
贋
東
入
社
舎
と
い
う
一
一
一
者
の
相
互
関
係
を
総
合

的
に
捉
え
る
必
要
が
あ
る
。
香
港
の
地
理
的
・
歴
史
的
篠
件
の
た
め
に
、
こ
の
三
者
と
の
良
好
な
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
香
港
筆
入
社
舎
の

生
存
お
よ
び
設
展
に
と
っ
て
重
要
な
前
提
で
あ
っ
た
。
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
初
頭
に
か
け
て
清
朝
政
府
と
香
港
政
聴
と
の
狭
間
で
、
東

華
醤
院
は
決
し
て
自
ら
の
政
治
的
立
場
を
表
明
す
る
こ
と
な
く
、

ロ
ー
カ
ル
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
で
あ
る
香
港
、
後
背
地
た
る
慶
東
、
そ
し
て
海

外
華
人
か
ら
の
救
済
要
請
を
満
足
さ
せ
る
べ
く
慈
善
活
動
に
従
事
し
た
の
で
あ
る
。

香
港
政
醸
の
一
九

O
八
年
行
政
報
告
は
衣
の
よ
う
に
述
べ
て
い
た
。

こ
の
年
の
不
況
は
疑
い
な
く
園
際
貿
易
に
影
響
を
輿
え
て
い
る
組
合
的
理
由
に
大
き
く
起
因
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

(
川
出
〉

の
困
難
さ
は
四
つ
の
地
域
的
災
難
|
ベ
ス
ト
・
洪
水
・
蓋
風
・
ボ
イ
コ

ッ
ト
ー
に
よ
っ
て
増
大
さ
れ
た
と
言
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、

そ

-103ー

こ
こ
に
「
四
つ
の
地
域
的
災
難
」
(
同
O
C
H
-
o
g
-
B訪
問
。
江
口
ロ

g
〉
と
し
て
奉
げ
ら
れ
て
い
る
ベ
ス

ト
・
自
然
災
害
・
ボ
イ
コ
ッ
ト
は
い
ず
れ

も
一
九

O
八
年
の
み
な
ら
ず
香
港
の
近
代
史
全
韓
を
特
徴
さつ
け
る
重
要
な
歴
史
事
象
で
あ
司

た
。
東
華
欝
院
は
こ
の
四
つ
の
災
難
の
う
ち
、
ベ

ス
ト
・
洪
水
・
蓋
風
の
三
つ
の
災
難
の
除
去
に
積
極
的
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
政
治
的

・
経
済
的
利
害
が
輯
鞍
す
る
香
港
と
い
う
地
に
あ
っ
て
と

ら
れ
た
一
つ
の
戦
略
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
東
華
醤
院
は
慈
善
と
い
う
非
政
治
的
表
現
を
と
る
こ
と
で
経
済
的
利
盆
の
保
障
と
い
う
政
治
目
的

を
達
成
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
東
華
醤
院
は
庚
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
そ
の
基
盤
と
し
な
が
ら
も
中
園
や
香
港
政
鹿
な
ど
各
方
面
と
の
闘
係
を

強
化
す
る
こ
と
で
逆
に
自
主
性
を
獲
得
し
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
東
華
醤
院
に
よ
る
難
民
選
還
や
助
葬
活
動
の
検
討
な
ど
、
後
背
地
と
し
て

の
贋
東
、
海
外
華
入
社
舎
を
結
ん
だ
贋
東
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
全
容
の
解
明
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
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華
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テ
ィ
ー
の
代
表
機
関
と
し
て
の
「
街
坊
」
の
関
輿
が
重

要
な
役
割
を
果
た
し
た
面
も
あ
り
、
庚
東
人
が
華
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ロ
向
曲
目

〉
L
H
H
岡山口町片岡巳
-op
同y
由

(
川
淵

)
ω
吉
田
-
M
V

。E司
令
苦
叫
(
リ
』

faミ
ミ
-
E
y
b
l食・

〈
お
)
一
九

O
八
年
の
出
港
者
数
大
幅
減
の
理
由
と
し
て
、
①
パ
ン
カ
・
ピ

リ
ト
ン
方
面
へ
の
移
民
停
止
、
②
庚
東
西
江
の
洪
水
に
よ
る
求
人
困

難
、
③
中
園
圏
内
で
の
銭
道
建
設
へ
の
努
働
力
需
要
の
増
加
、
が
祭
げ

ら
れ
て
い
る
。

R

河内川町
0

2

0
ロ
任
。
回
目
ロ
ω
切
o
o
r

沙門

H
U
O
∞J

図。ぷ山一-

N円
。
詰
色
町
民
札
ヨ

sr守
白
な
足
河
内
、
。
ミ
h
'
》
w
-
H
b
a
w

同
R
a
w
-

』U-O
品"
H戸切

の叩ロ
ω吋
g白-
〉
門
皆
古H

(
叩
鉛
山
〉
保
良
局
に
閥
し
て
は
、
可
見
弘
明
『
近
代
中
園
の
苦
力
と
「
祉
猪
拍
花
」
ヒ』

お
よ
び
『
香
港
保
良
局
史
略

g
a
1
5
8』
(
香
港
、
一
九
七
九

年
)
、
参
照
。

(
幻
)
拙
稿
「
清
末
上
海
四
明
公
所
の
「
運
棺
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
形
成
|

近
代
中
園
祉
舎
に
お
け
る
同
郷
結
合
に
つ
い
て
|
」

拳
』
五
九
1

六
、
一
九
九
四
年
、
参
照
。

(
犯
)
『
香
港
東
奪
三
院
百
年
史
略
』
上
加
、
九
四
J
九
五
頁
、
一
一
一
一
六
J

二
二
八
頁
。

(
鈎
)
杉
原
蕪
「
華
僑
の
移
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
東
南
ア
ジ
ア
経
済
l
十
九

世
紀
末
l
一
九
三

0
年
代
を
中
心
に
」
『
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る

6

長
期
社
曾
獲
動
』
東
京
大
皐
出
版
舎
、
一
九
九
四
年
。

(

ω

)

可
児
『
近
代
中
園
の
苦
力
と
「
猪
花
」
』
な
ど
。

(
H
U

〉
『
東
華
醤
院
徴
信
録
』
(
笑
酉
年
)
白
血

J
∞
デ
(
乙
酉
年
)
一
ニ
集

H
-
t
H
r
o

「
蒲
包
L

は
蒲
で
編
ん
だ
「
か
ま
す
L

の
こ
と
。
果
物
や

乾
果
・
菓
子
な
ど
を
包
装
す
る
の
に
用
い
る
。

(
必
〉
『
東
華
盤
院
徴
信
録
』
(
乙
来
年
)
一
=
集

8
F
Jム叶
r
o

(
円
相
)
『
東
華
密
院
徴
信
録
』
(
笑
酉
年
)
∞
曲
、
t
H
N
デ
(
戊
申
至
己
酉

年
〉
四
集

E
N
r
。

(
必
)
『
香
港
東
牽
三
院
百
年
史
略
』
下
船
、
一
九
七

O
年
、
四
三
頁
「
東

華
三
院
百
年
大
事
年
表
」
。

(
M
M

〉
旬
。
ぷ
叩
-
h
o
w
ぽ刊、

bsミ
誌
な
可
ミ
守
aw

河内、
6
w
-
H
h
¥。、
.
H
F
m
w

ぺ向島、

』唱。句
-
H

・
(
U
H
申・

(
必
)
『
香
港
東
華
三
院
百
年
史
略
』
上
倒
、
一
七
九
頁
。

〈

U
〉

J
Fロ

2
2
E出
gロ
m
-
(
U
S
R
2
3
n
同
ミ
S
E
S同

~
9立
与

h
v、
。
同
町
内
同
芯
述
。
¥
0
2
3
4
2
h

の
と
お
2

偽
札
R
江
沼
町
H
F
A
w
h
ね
た
の
』
v
d
国色町

、
2
・
守
札
〈
』
白
~
口
i

』山口』〉

(ω

百四同司
O
H
O
w
ω

日ロ
mHW司O
B

C

口同語円明町一可

M
M
H
o
g
-
H
U
∞印〉・

B
-NS
i
N町田・

(
川
叩
〉
林
照
(
高
貞
白
〉
「
従
香
港
的
元
夜
行
談
起
」

一
九
八
三
。

『
祉
曾
経
済
史

-107ー

『
大
成
』
一
一
七
、
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(州制〉

ω-ロ
ロ
旬
、
。
臣
、
町
、

nsn州内、足、たいて・司・
3
・

(
印
)
何
阿
美
は
か
つ
て
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
住
し
中
園
人
労
働
者
の
稔

迭
業
務
に
携
わ
り
、
後
に
は
華
民
政
務
司
署
や
中
園
海
閥
な
ど
に
勤
務

し
た
経
験
を
持
つ
。
東
華
眠
酉
院
総
理
(
一
八
八
二
〉
、
保
良
局
総
理
(
一

八
八
一
二
、
八
四
)
を
歴
任
。
李
陸
と
の
共
同
出
資
に
よ
る
安
泰
保
険
公

司
は
一
八
八
一
年
に
華
人
企
業
と
し
て
は
初
め
て
香
港
純
一
商
一
舎
の
舎
員

と
な
っ
た
。

ω日ロロ・
~u。
宮
内
、
ぬ
宮
崎
。
、
V

ねえ同い可也同

yEJ可・

(町山〉

ω山口
P
N
U。
E
2・
b
R崎町、
wねえ
HυJH}司・

HAHHlHAMU-

(
臼
)
の
・
1

叶・

ωヨ
H
P・
。
h
v
t
E
沼町

(UF
コ
hHHQミ
F

司自
y
H由
HiH
白戸

ω一口
P

-
HU。宮内、

gn同
G
Eミ
g
E
E
H
1
5
N
-
何
れ
も
箸
名
人
で
あ
り
読

明
は
不
要
と
思
わ
れ
る
が
掌
玉
の
み
若
干
紹
介
し
て
お
く
。
掌
玉
、
字

は
費
柵
、
中
山
鯨
人
。
一
八
四
九
年
香
港
に
生
ま
れ
る
。
父
は
有
利
銀

行
(
(
U
Y
白
円
円
四
円
色
一
宮
市
吋
口
白
ロ
正
巾
回
曲
目
r
o間同ロ門誌
P
F
o
ロ
ι
o
p
国ロ品

。
E
E〉
の
買
緋
。
政
酪
の
運
営
す
る
中
央
書
院
で
英
語
を
皐
ん
だ

後、

一
八
六
八
年
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
へ
四
年
開
留
撃
。
中
園
人
と
し
て

最
初
の
西
洋
留
皐
で
あ
っ
た
。
一
八
七
二
年
有
利
銀
行
に
入
行
し
、
父

の
死
後
、
後
を
縫
い
で
買
緋
と
な
る
。
公
共
活
動
に
熱
心
で
東
華
窃
院

総
理
(
一
八
八
一
年
、
一
八
八
八
年
)
、
保
良
局
永
遠
総
理
(
一
八
九

一一一年
J
〉
を
歴
任
し
た
。
輩
入
社
舎
の
衛
生
状
況
改
一
善
に
意
力
し
、
後

に
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
地
匿
の
術
生
状
況
に
関
す
る
報
告
書
を
書
い
た
チ
ャ

ド
ウ
ィ
ッ
ク
と
も
親
し
か
っ
た
と
い
う
〈
奥
醒
澱
『
香
港
華
人
名
人

史
略
』
五
洲
書
局
、
一
九
三
七
年
、
三

i
四
頁
〉
。
な
お
、
何
啓
は
政

腐
と
華
入
社
舎
の
聞
に
立
っ
て
東
華
密
院
の
近
代
化
に
童
カ
し
た

0

0
・出
・
の

Z
P

叫

Jt
ト
川
、
ぬ
お
送
、
吋
凡
昔
、
h

。¥
h町
民
、
』
円
三
旬
。
』
円
札

l
b
M
U
3
ミ
ミ
ミ

E
h
R
Z
S
N
G
w・

同

sh・(
民
o
ロ
間

同ハ
ロ
コ
m-

H
m
v

∞同)
・

(
臼
〉
『
華
字
日
報
』
一
九

O
一
年
十
月
八
日
「
開
緋
順
直
善
後
賑
謂
」
、

同
年
十
月
二
十
三
日
「
街
封
貢
監
即
日
加
成
」
、
同
年
十
月
二
十
八
日

「
且
艮
州
賑
指
虚
街
封
典
伺
枝
貢
監
」
。

〈
UA
〉
東
華
三
院
文
物
館
所
蔵
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
H
g由
¥
凶

¥
N
1
5
0
0

¥
N
h
e
己
亥
三
月
、
協
賑
公
所
宛
書
簡
。
「
・
惟
是
本
港
孤
懸
海
島
、

臨
時
款
維
銀
。
近
来
百
物
沸
騰
、
生
意
愈
形
冷
淡
、
且
各
慮
紛
紛
告
娠
、

湾
末
勢
成
。
雷
唆
之
摘
飲
甫
停
、
省
城
之
卒
纏
麗
至
、
他
如
客
歳
抄
山

東
求
賑
等
事
、
百
端
環
集
捜
括
無
遣
、
而
有
愛
莫
助
之
情
、
向
苦
心
長

力
短
、
時
銀
満
目
、
徒
喚
奈
何
、
再
四
思
維
、
無
従
下
手
、
所
有
方
命

之
庭
、
希
恒
河
原
宥
一
切
幸
甚
歓
甚
。

・」。

(
応
)
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
H
S由
¥
N
¥
ミ
l
g
c
c
b
b
S
庚
子
八
月
十

一
一
一
日
、
崇
正
善
堂
宛
書
簡
。
庚
子
八
月
十
四
日
、
鏡
湖
密
院
宛
書
簡
。

庚
子
八
月
二
十
四
日
、
庚
肇
公
所
宛
書
簡
。
庚
子
十
月
十
七
日
、
鏡
湖

燈
院
宛
書
簡
。
庚
子
十
月
十
八
日
、
庚
笠
公
所
宛
書
簡
。

(
回
)
『
香
港
華
人
名
人
史
略
』
十
六
J
十
九
頁
。

(
幻
〉
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
H
S由
¥
N
¥
N
1
5
0
0
¥
N
D
C
庚
子
八
月
十

九
日
、
庚
済
盤
院
宛
書
簡
。
「
・
昔
以
檀
埠
闘
省
告
災
於
前
、
今
以
京

津
告
災
於
後
、
一
開
港
地
、
迭
次
募
摘
、
悉
索
以
供
、
恐
疲
奔
命

0

.・・
」。

(
団
)
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

Q
U
O
H
¥
N
¥
ミ
J
H
g
q
q
N
)
辛
丑
元
月
初

九
日
、
康
仁
善
堂
宛
書
簡
、
な
ど
。

(
印
)
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
g
g
¥吋
¥
口

J
H
8叶¥
N
¥
ω
)

光
絡
三
十
二

年
八
月
三
目
、
庚
湾
問
酉
院
宛
書
簡
。
光
絡
三
十
二
年
八
月
四
日
、
方
便

↓7
0
(
U
Y
山口

g
巾

C
ロ
宮
内
円
印
』
門
司
司
H
O
凹
凹

w
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密
院
宛
書
簡
。
光
緒
三
十
二
年
八
月
九
日
、
庚
捕
間
留
院
宛
書
簡
、
な

y
」。

(
印
〉
鴻
華
川
は
東
筆
留
院
総
理
(
一
八
九
二
〉
、
保
良
局
総
理
(
一
八
九

四
)
を
歴
任
し
、
中
華
銀
行
貿
緋
を
勤
め
た
ほ
か
、
西
洋
四
百
皐
に
精
通

し
て
い
た
た
め
一
八
九
九
年
に
潔
浄
局
委
員
に
任
命
さ
れ
た
。
。
・
吋
・

ω
S
E
M・(りと
2w誌
の
〉
ミ
同

H
3
2
u
司

-
H
8・

(
門
別
〉
旬
。
司
町
内

g
h
v
h包
S
R
H
N

、QY
3・
~
u
o
N
R
H
N
8
0
H件
。
『
任
命

吋
〕
『
旬

7
0
0
ロ
剛
山
巾
{
戸
丘
町
ロ
ロ
門
目
。
o
g
B庄内
0・
ど
司

-
N
3一

N∞斗・

(
位
}
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
S
D
m¥吋
¥
口

l
H
g斗
¥N¥
ω)
光
絡
三
十
二
年

八
月
四
日
、
隣
生
仁
翁
宛
書
簡
。

(
臼
〉
劉
鋳
伯
は
賓
安
人
で
一
八
五
六
年
に
香
港
の
貧
し
い
家
庭
に
育
っ
た

が
皇
仁
書
院
を
卒
業
。
東
華
醤
院
で
は
総
理
(
一
八
九
九
年
)
、
主
席

総
理
(
一
九

O
九
年
〉
を
勤
め
、
華
宵
公
局
の
主
席
〈
一
九

O
六
年
)

や
潔
浄
局
委
員
に
も
任
命
さ
れ
た
。
都
士
山
昂
は
南
海
人
。
十
九
世
紀
末

に
来
港
し
て
鴻
裕
銀
鋭
の
経
営
で
財
を
な
す
。
社
合
同
公
盆
活
動
に
熱
心

で
、
東
筆
陣
商
院
の
主
席
総
理
(
一
九

O
五
年
〉
を
勤
め
た
他
、
香
港
大

拳
の
中
文
察
院
の
創
設
に
登
カ
し
た
。
郵
士
山
昂
の
子、

肇
竪
も
弱
冠
二

-
十
三
裁
で
東
車
中
盤
院
総
理
と
な
り
、
二
代
に
渉
っ
て
総
理
と
な
っ
た
。

(
臼
〉
『
東
筆
致
外
界
信
件
』
(
H
g
ミ
ミ
ロ
l
H
S寸
¥N¥
ω)
光
絡
三
十
二
年

八
月
十
八
日
、
並
目
安
公
司
宛
書
簡
。

(
m
w
〉
『
東
華
致
外
界
信
件
』

(
H
U
S¥斗
¥
戸

J
S
D叶
¥N
¥ω
〉
光
緒
三
十
二
年

十
一
月
九
日
、
善
後
総
局
宛
書
簡
。
光
緒
三
十
二
年
十
一
月
九
日
、
廉

肇
公
所
宛
書
館
。

(
侃
〉
『
東
華
致
外
界
信
件
』

(
5
0叶
¥
N
¥
N印
J
H
U
O斗
¥HH¥N由
)
光
緒
三
十
三

年
二
月
十
八
日
、
卒
緯
線
公
所
宛
書
館
。
愛
育
善
堂
は
『
南
海
豚
志
二

十
六
巻
』
(
宣
統
二
年
〉
に
よ
る
と
、
一
八
七
一
年
の
創
設
で
「
号
之

有
善
堂
、
此
潟
鴨
矢
」
と
さ
れ
、
義
四
四
子

・
施
棺
・
贈
薬
・
贈
老
な
ど
が

行
わ
れ
た
が
(
巻
六
建
置
略
〉
、
そ
の

章
程
は
上
海
普
育
善
堂
の
も
の

を
模
範
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
や
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
華
人
か
ら
掲
助
を
受
け
て
い
た
(
『
愛
育
善
堂
徴
信
録
』
一
九

四
八
年
)
。
庚
東
善
堂
と
香
港
お
よ
び
海
外
華
入
社
舎
と
の
関
係
の
解

明
は
今
後
に
期
し
た
い
。

(

m

山
)
東
華
三
院
文
物
館
所
蔵
『
蓋
事
局
舎
議
録
』
(
光
絡
三
十
三
年
〉
一
一

月
十
一
日
。

(
槌
〉
『
東
筆
致
外
界
信
件
』
〈
H
8叶
¥
N
¥
M印
l
H
g寸
¥
口

¥
N
3
光
絡
三
十
三

年
二
月
十
一
日
、
総
商
曾
宛
書
簡
。

(
印
〉
『
東
筆
致
外
界
信
件
』

(
H
g
q
q
N印
J
H
g
ミ
ロ
¥
N
3
光
緒
三
十
三

年
二
月
二
十
日
、
吉
隆
康
肇
舎
館
宛
書
簡。

(
河
)
『
東
華
致
外
界
信
件
』

0

8吋
¥
凶

¥
N印
l
5
0叶
¥
口

¥NU)
光
緒
三
十
三

年
二
月
二
十
日
、
三
月
二
十
日
、
業
安
隆
貸
続
宛
書
簡。

(
江
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organizations, including the Transport Commissioner for the Siχ Fortresses.

As ａ result, the central government was forced to establish the Commissio-

ners

　

for levying rations 糧料使｡

　　

In the Zhenyuan 貞元period, in light of the serious nature of the

invasion from Tibｅt,the Department of Public Revenue founded larger-

scale and permanent local agencies, branch officers巡院and the Transport

Commissioner for Daibei region 代北水運使. Both of them were under

the control of the Department of Public Revenue.　　By the Changqing

長慶period, following Xian-zong's憲宗success in substantially depriving

local Military Governors　節度使of their authority, the fiscal control of

Department of Public Revenue on the northen frontiers was established,

which was administered by three kinds of local agencies (branch officers,

the Transport Commissioner for Daibei region, and the Commissioners for

provisioning the armies 供軍使). However, after the Uyghur's invasion

in 841-3, this provisioning system could no longer function effectively.

Subsequently, in χi-zong's傅宗reign、the system was collapsed comple-

tely during the rebellion of Sha-tuo 沙陀over the Daibei region｡

　　

Originally, the function of transport to provision the northern frontiers

was in fact carried out by じ・バ)&elabour. By the end of the eighth century,

long-service soldiers 官健came to be employed in this capacity.　The

system whereby merchants contracted for whole duties. adopted in other

districts, does not, however, seem to have emerged at any time throughout

the Tang dynasty･

　　

THE DONG HUA HOSPITAL, HONG KONG AND THE
CANTONESE NETWORK： DISASTER RELIEF ACTIVITIES

　　　　　　

IN THE EARLY TWENTIETH CENTURY

HOKARI Hiroyuki

　　

This paper comprises ａ part of my studies of the history of the

Cantonese Network from the late-nineteenthto the early-twentiethcentury.

In this paper l 丘rstanalyze the structure and the activitiesof the Dong
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Hua Hospital, and further examine their disasterreliefactivitiesin Hong

Kong and Canton｡

　　　

The Dong Hua Hospital　was　founded in 1869 to provide medical

services for the Chinese population of Hong Kong, however, circumstances

in Hong Kong at that time required other charitablesocial services. Thus,

the Dong Hua Hospital came to manage the repatriation of emigrants and

the transportation of dead bodies, as well as to organize the raising of

relieffunds among overseas Chinese. The Dong Hua Hospital acted asａ

pivot in the Cantonese Network, and as such was able to effectivelyobtain

both reputation and financial resources｡

　　　

The establishment of the Dong Hua Hospital involved the emergence

ofａ new local elitewhich represented the several guilds. As the activities

of the Dong Hua Hospital were ｅχtended,the government in Hong Kong

began to fear the influence of Chinese officials｡

　　　

In the early twentieth century the Dong　Hua　Hospital worked in

cooperation with the benevolent associationsin Canton to provide reliefto

disaster victims. As the city of Hong Kong flourished,the Dong Hua

Hospital took the initiativein the management of social servicesin both

Hong Kong and Canton.

THE ROLE OF IMMIGRANTS IN THE RECONSTRUCTION

　

OF INNER SUMATRAN ETHNIC IDENTITIES IN THE

　　　　　　　　　　　

EARLY MODERN ERA

HiROSUE Masashi

　　　

On the eve of the early modern era, Sumatra became one of the most

prosperous commercial areas in Southeast Asia on the basis of the ｅχport

of precious forest and mineral products and pepper. Pasai, Minangkabau,

and south Indian merchants developed commercial networks between ports

and their hinterlands.

　　　

When Aceh emerged as ａ powerful port polity in the siχteenthand

seventeenth centuries,the influence of these merchants was overshadowed
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